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1─はじめに

本書は、著者である井上幸治氏が冒頭で述

べているように、朝廷における実務官人の編成

と文書（文簿）管理についての研究を通して、

古代から中世の国家組織の移行の一端を

示すことにより、中世公家政権成立史を探るも

のである。要するにアーカイブズ学を念頭に置

いて作成されたものとは趣を異にするものであ

り、評者が読んだ限りでは歴史学研究の本と

言ったほうが良いだろう。本書を読む際には、

このことを念頭に置くことが勧められる。

　本書の内容について見ていく前に、まずいく

つかの留意点について触れておきたい。まず

評者は古代中世のアーカイブズ学及び、中

世公家政権成立史などといった分野に触れ

たのは、本書が初めてである。そのため、本書

で触れた見識についてしかこの書評では述べ

ることしかできない。予めご容赦いただきたい。

　二点目に、本書で度々登場する「文簿」に

ついて、予めその簡潔な解説を付け加えてお

く。「文簿」とは、文殿などの文書保管施設に

収められた文書・帳簿・記録類の総称のことで

ある。本書では、「論述対象とする文殿におけ

る呼称にしたがって」このように呼ぶことにして

いるが、この書評でもそれに則って、「文簿」の

語を使用していく。

　三点目に、専門的用語についてこの書評で

は括弧書きで簡単な注を付けているが、これ

は『日本国語大辞典』を参考にしたものである

ことを、ここで述べておく。

2─本文構成

本文構成は以下のとおりである。

3─本文内容

本文の内容について見ていくが、この書評で

は、紙幅の関係上、アーカイブズ学に特に関

連のある第二部・第四～七章を中心に取り

上げその内容を見ていくこととしたい。

　第一部では、外記（令制における役所・職員のこ

と。内記が作る詔勅の草案を訂正し、奏文をつくり、ま

た先例を考勘したり、恒例、臨時の儀式行事の奉行を

した）・官史（太政官の弁官局の左右大史・少史）と

いった文簿管理などといった業務に携わった

役人に焦点を当て、その職務や人事編成の

内容や時代ごとにおける推移について述べら

れている。

　第一章では、井上氏はまず弁官局の職員

歴名、特に律令国家成立後十世紀末まで

表1─本書の構成

序にかえて

第一部 公家官僚制への変化
 第一章 太政官弁官局の実務職員（史）の変遷と背景

  ［コラム1］ 大夫史惟宗政孝について
 第二章 平安時代中後期における外記・官史のライフサイクル
 第三章 承久の乱後の官人編成

第二部 平安時代の文簿保管
 第四章 平安時代前中期における文簿保管策

 第五章 私有官文書群の形成

  ［コラム2］ 官文殿のいま
 第六章 平安時代中後期の文殿

 第七章 摂関家における文簿保管

第三部 文簿保管と官職の世襲
 第八章 家業と官職の関係

 補論 小槻山君と小槻宿禰

 第九章 官務小槻氏の確立

  ［コラム3］ 若狭国富庄と若狭小槻氏
 第十章 局務中原・清原氏の確立
 第十一章  「官司請負制」の内実
終章

あとがき

初出一覧

索引
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の官史の補任表の復原案を提示しており、そ

れを踏まえた上で、職員構成の変化やその

要因について述べ、律令国家期から王朝国

家期への推移の一側面を明らかにしようとし

ている。

　井上氏は天平神護以前、天平神護以後、

承和以後、仁和以後の四つの時期区分を

設け、その時期ごとにおける職員構成の特徴

について以下のように述べている。天平神護

以前の官史は、そのほとんどが渡来系氏族で

あったことが特徴として挙げられている。これが

天平神護以後になると、出身・年齢制限が撤

廃される他、大学構成が課試制度と対応した

ものへ再編成された結果、太政官の実務部

局の構成が変化し、非渡来系氏族出身者も

実務官人として太政官で活躍し始めることとな

る。こうした構成氏族の変化に伴い、官史・外

記の構成において博士クラスの者が多く見ら

れるようになる。承和以後になると、六位の史

などのうち、最上席者が毎年五位に叙される

「巡爵」が確立してくるようになる。この結果、

官史及び外記はそれぞれ右少史→左少史

→右大史→左大史、少外記→大外記へと

昇進し、その後に実質的に下級官人を脱する

「叙爵」を経て、地方官へ転出するというコー

スが確立するようになった。仁和以後になる

と、新たな政務機構が編成され、弁官局の位

置づけが上昇し、弁官局と外記局がほぼ同

位に位置づけられるようになる。

　第二章では、定期的な人事が実現した十

世紀初頭以降における、外記と官史のライフ

サイクルについて考察が行われている。それ

にあたって、まず外記・官史がどのような仕事

をしていたのかについて言及がなされており、

作成した文書の控を案文・記録などの形で

保管する文簿保管と、その保管された文簿に

基づいて、適当な先例を調査・抽出して公卿

の判断材料として先例を提示・意思決定を補

助する先例勘申（朝廷で儀式などに必要な先例や

典故を調べたり、行事の日時などを占い定めたりして報

告すること）が、彼らが行った職務として注目すべ

しとして挙げられている。

　これを踏まえた上で井上氏は、平安時代

後期の太政官実務官人の編成・ライフサイク

ルが、同時期の経済システム、受領を媒介と

した地方支配に大きく依存した経済体制に

強く規定されており、同時に、この関係性は巡

爵・巡任という制度によって支えられており、こ

れらが一体となって実務官人を編成していた

と述べている。

　第三章では、第二章で述べられていた官

人編成について承久の乱後、どのように変化

したのかを検討している。内乱当時に発生し

た朝廷経済の変化とその要因について述べ

た後、そうした変化に伴って、第二章で指摘さ

れたような朝廷経済体制と密接にかかわって

いた平安時代後期の実務官人編成におけ

る変化について指摘している。その変化とは、

大夫外記・大夫史の家人が外記・官史の主

体となっていくことであり、それと連動してそれま

で外記・官史に進んでいた諸道学生がそこ

へ進まなくもなっていった。

　第二部では、文簿保管・管理に焦点が当

てられ、各機関におけるその機能や、その保

管・管理した文書等について、文簿管理の施

設に当たる文殿などについて考察が述べられ

ている。

　第四章は、まず初めに井上氏は朝廷の文

簿管理に関する先行研究の少なさと従来行

われてきた文簿管理研究に対して、その多く

が十世紀以降の動向にしか触れておらず、

全体的な研究がなされてこなかったことを批

判している。これまで見てきたように、井上氏の

意見では文簿保管が八世紀以来の朝廷の

政務運営にとって重要な作業であるということ

から、その当初からの実態や政務との関係を
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明らかにする必要があるとして、これを第四章

では検討している。

　まず井上氏は外記局の文簿保管機能に

ついて述べ、保管場所や開始時期などの分

析から当該期の政務運営との関係を明らか

にしようとしている。文簿保管については、永年

保管する文簿の種類を限定し、他は三年だ

け保管してから廃棄するよう定めていたが、全

体的に文簿の廃棄を容認する傾向にあった

こと、保管を定められた各種の文書がその通

りに保管されていなかったことを指摘している。

また外記文殿に保管されていた文書につい

て、その多くが正本（原本）であったことから、最

も正確な情報が外記局で集中管理されてい

たことを指摘している。このように正本を一括

管理したことで、各官司で政務処理の基準と

された先例（施行細目）に統一性が高まり、整

合的な政務運営がもたらされたと井上氏は考

えている。

　この章で最も注目すべきは、文簿管理や文

殿に関して、先述したように井上氏がその先

行研究を批判し、先行研究とはむしろ逆の事

態が起こっていたことを本書で指摘したことで

あろう。文簿が保管されていた外記文殿と官

文殿は、十世紀にその文簿保管機能が低下

し、その対策も練られたが、従来の研究では

その対策が失敗し、各公卿・官人の私設文

庫がその代わりとして活躍するようになると考え

られてきた。だが、井上氏はそうした文殿の衰

退を示す史料を再検討し、むしろ以後も官・外

記両文殿が引き続き機能していたと主張した

のである。

　第五章は私有官文書群の形成について

述べられているが、これの前章となる第四章を

前提に展開されており、第四章に引き続き先

行研究の検討が行われている。公式様文書

の長案や日記といった文簿は、文殿や文庫と

いった文書の作成場所に近い各官衙内の施

設で保管され、非公式様文書はそれに関与

した公卿らが自宅で保管・記録するという慣

習が定着していた。特に五位以上の者たちに

よる官文書の私有は、公式に記録システム

が確立されても黙認され、結果、非公式様文

書や政務関連文書類は公卿・官人の私邸に

「家」文書として蓄積されていった。また十一

世紀以降、非公式様文書の使用頻度が増

加し実効力を持つようになったことから、公日

記の存在が薄くなる現象が発生した。

　先にも述べたように先行研究では、十一世

紀以降の官文殿が制度的には衰退・崩壊し

たと考え、以後の活動について目を向けてこ

なかった。しかし、井上氏は衰退・崩壊したよう

に見えるのは、公式様文書を必要とする場が

減少し、文殿が管理主体となる機会が減少し

たからであり、両文殿の文書収蔵・収集能力

が低下したわけではないと主張している。そし

て、諸官庁の文簿保管施設（文殿）と公卿の

私設文庫について、前者を公式様文書といっ

た「正式の（格の高い）文書」を保管する場所、

後者を非公式様文書といった「通常の（一般

的な）文書」を保管する場所であったとし、相互

補完的関係にあったと評価している。

　第六章では、平安時代中後期・院政期に

おける院・摂関家の文殿に関する考察が行

われ、当該期における文書・記録保管体制の

概要について明らかにしている。

　文殿は元来朝廷諸官衙に設けられていた

のが十一世紀初頭になると摂関家でも見られ

るようになる。そして十一世紀末になると院文

殿も現れるようになる。井上氏はこの文殿につ

いて、①土御門第（寛弘四年頃～寛仁三年頃）、

②二条第（寛仁二年頃）、③高陽院（万寿元年頃

～長暦元年）、④東三条殿（承保二年頃～仁安元

年）、⑤組織としての名称のみ（仁安元年以後）

の五つの段階があり、各段階において利用目

的に差異があったことを明らかにした。その形
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態においては、独立した建物、建物の一部、

固定されない臨時施設という三種類が見られ

るようになる。特に三番目の施設形態を有す

るのは、院文殿と呼ばれた。

　こうした様々な姿を持つ文殿だが、そこで

保管された文書・記録の利用はどのように行

われていたのか。①、③は、収蔵施設と作業

空間がセットになっており、また③の段階で主

に保存を担う施設が分離し始めたという。そし

て十一世紀半ば以降の摂関家・院では、マ

スターコピーの保管を担う施設と、主に書写・

校合を行う組織とに分かれ、後者が「文殿」

と呼ばれていた。このため前者は収蔵施設

のみが残され、後者は最終的に作業空間も

常置されなくなったと井上氏は述べている。こ

の原本を保存し、利用する場合にはそれを

書写・校合する体制は、現代のアーカイブズ

にも通じる考え方が含まれているのではない

かと思われる。

　第七章では、それまで文殿に収蔵されてい

たとされる文簿・器物が十一世紀半ば以降、

収蔵されなくなっている点から、摂関家に焦点

を当て、彼らがそれらを当該期にいかに保管

していたかを明らかにしている。まずこの時代

に変化した文書形態について踏まえた後、そ

の保管状況や保管場所について見ている。そ

して、貴重かつ使用頻度の低いものは関連す

る施設の蔵で保管されたこと、奉書・御教書

の案文は、政所・侍所などの執務空間で保管

されたが、それらは廃棄が前提の短期保存

の対象であったこと、公卿は各自の選択基準

に基づいて後世に残す価値があると思われる

文書を各自の日記に書き写し自宅に保管した

ことなどが明らかにされた。つまり、日記がアー

カイブズ的な役割を果たしていたというのであ

る。このように、当時の文簿管理は、自分自身

と子孫が後日に政務・行事の先例を活用す

ることを前提として行われ、利用の観点に基づ

いてなされた点が重要であると井上氏は述べ

ている。このため当時の情報管理は文簿が

利用者の観点から区分・保管されていたこと

を想定すべきであると述べている。

　第三部では、文簿管理に携わったとされ

る官職に目を向け、それ自体の検討や家業

との関係、その業務体制に影響を及ぼしたと

される「官司請負制」に対する考察が行わ

れている。

　第八章では、十一世紀頃の家業と官職と

の関係について考察が行われている。それに

先立って、後述する「官司請負制」が生まれ

た背景にある、中世公家社会では律令を遵

守するより、家業の継承が優先されて官職が

世襲されたという法理・「家業の論理」に対す

る従来の考え方に対する検討を井上氏は行

い、そのような法理の存在を否定している。

　井上氏はこうした官職の世襲とその維持の

問題に対して、五位外記と五位史を例に挙げ

検討を行い、外記局で明経博士の中原・清

原氏と呼ばれる氏族が大夫外記に、弁官局

で算博士の小槻氏が大夫史に、そのほとんど

が独占的に就任していることへ言及している。

またその検討の中で、井上氏は家業と官職

の関係について、必ずしも全てにおいて家業

が官職に直結している訳ではなく、個別事例

ごとに検討する必要があるとしている。

　第九章は、前述した小槻氏に焦点を当て、

小槻氏が大夫史を独占していった背景と、彼

らが弁官局の業務を自己完結的に実行でき

るようになる過程が書かれている。まず大夫

史という役職が出現しそれが定着するまでと、

摂関家との関係が深まるまでの経緯を述べ

た後、その過程の中で小槻・惟宗氏が大夫

史を世襲するようになったことが指摘される。こ

の二氏についてはその次に詳細が述べられ、

小槻氏の方が優位にあったこと、小槻氏がや

がて独占的に大夫史を世襲するようになるこ
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とが述べられる。更に小槻氏は、王権によって

算博士と大夫史が分離したことで、大夫史の

みを継承、六位官人の編成も行うようになって

人事面での主導権を握るようになった他、多

くの便補地を整備し家人を使役してそれらを

運営するようになり、経済的にも自立することに

なったという。

　第十章では、中原・清原氏に焦点を当て、

彼らが大夫外記として定着した経緯・要因、

展開が考察されている。多くの記録・典籍を

持っていたことが先例の修学・調査に好条件

であったことから博士が多く大夫外記に任じら

れるようになったこと、摂関家との繋がりがあっ

たことが両者には言えた。しかし十二世紀以

降白河院政が本格化すると、中原氏はそれに

も従属したが、清原氏はその姿が見えなかっ

た。つまり中原氏の方が、院と摂関家両方と

の結びつきを強くし、これによって長期在任へ

と繋がったが、一方の清原氏はそうした結び

つきが弱くなり、大外記から遠ざかり衰退して

いくことになったとここでは述べている。

　第十一章では、十二～十四世紀における

朝廷実務官人に対して、従来考えられてきた

特定の氏族が特定官職を世襲し、特定官庁

の運営をも世襲するという「官司請負制」によ

る理解及びその内実について、官務・小槻氏

に焦点を当て、その業務内容と官庁経営から

検討している。それによると、どの業務・官庁経

営においても家司的人物（六位官人）の存在が

あったこと、更に彼らによる「請負」にも複数パ

ターンがあることが指摘された。そして「官司

請負制」には、十四世紀半ば頃を境に質的

変化が見られ、その様態に変化を見出せるの

ではないかと指摘している。

　終章では、これまで述べられてきた事項に

ついてまとめられ、それに対する課題や展望が

述べられている。

4─おわりに

「はじめに」でも述べた通り、本書は歴史研究

としての趣が強く、アーカイブズ学について想

定されて書き上げられたものとはあまり言えな

い。しかし、第四章補注２では、井上氏により

古代中世の文簿保管・管理と現代における

アーカイブズ学との関連について指摘が載せ

られている。最後にそれについて述べることで、

本書評を終わらせたい。それによると保管年

限を過ぎて非現用となった文書（非現用文書）

の扱いについて、現代では評価選別が行わ

れた後、公文書館へ移管されるが、律令では

原則として廃棄されたと考えられているという。そ

して、文書の保管施設として登場した官文殿な

どは、あくまで現用文書の保管庫であることに

留意すべきであると、井上氏は述べている。

　こうした理由から、アーカイブズという視点で

これらの収蔵施設を論じることに違和感がある

と井上氏は述べ、官文殿などの収蔵施設は

政務における利用を前提として存在したのだ

と言及している。しかしこの井上氏の言及は、

氏が「アーカイブズ」という言葉を非現用の観

点のみからしか捉えていないことを示唆してい

る。しかしながら、「アーカイブズ」という言葉を

非現用文書に限定せず、現用から非現用ま

でを包括する一貫した概念としてとらえる見方

もある。このように「アーカイブズ」を多義的な

意味で捉えることによって、現用文書の保管

庫である官文殿もアーカイブズ学的に追究す

ることができるのではないかと思われる。また、

日本古代・中世においては、井上氏も指摘し

ていたように、現用文書の内容を日記に書き

留める事例もある。これにより、日記に書き留め

る際に参考にした現用文書が最終的に非現

用として廃棄されることになっても、日記にはそ

の非現用文書となった文書の内容が残され

る。これも「アーカイブズ」の一例と言えるので

書評｜｜井上幸治『古代中世の文書管理と官人』｜井上いぶき075



はないだろうか。

　こうした言及の一方で、働きや作業内容か

らアーカイブズを論じることの可能性、及び文

書よりも日記の方面でアーカイブズ学を研究

する方が良いのではないかとも井上氏は指摘

している。井上氏のこれらの指摘は、古代中

世時代のアーカイブズ学を学ぼうとする人に

とっては貴重な一意見となるであろう。
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1─はじめに

本書は、2013年2月3日に福島県文化セン

ターにおいて開催されたシンポジウム「ふくし

ま再生と歴史・文化遺産」での講演や報告

をもとに編集されたものである。福島県では、

2011年3月11日発生の東日本大震災によっ

て、ダムの決壊や建物の倒壊、浸水、地割れ、

崩落や土砂崩れ、そして津波といった地震によ

る直接的な被害だけではなく、原子力発電所

の事故による放射能汚染という未曾有の事態

が相次ぎ、人 の々生活の基盤は失われた。同

時に、生活の場に存在していた歴史遺産や文

化遺産も危機的な状況に陥ることとなった。こ

のような状況下で、被害を受けた遺産をどのよ

うにレスキューして残し、活用していくか、その活

動に伴う問題と課題を様 な々角度から明らか

にし、「後世の人たちが現代の私たちと同じよう

に歴史や文化を享受できる環境をできるだけ

守って」（本書、4頁）いく方法を模索し方向性を

検討するということが、シンポジウムの成果であ

り本書を通した大きなテーマとなっている。

　本書は3部構成となっており、それぞれに

豊富な論考が配されている。大きく分けて、第

I部では福島県全体や旧警戒区域の被災

状況と文化財レスキューの概要やそれに伴う

課題が示されている。第 II部では震災を機

に本格化した歴史資料保全活動の事例が

紹介され、同様の取り組みが県内各地に広

がることが意図されている。最後に第 III部で

は、シンポジウム当日に行われたディスカッ

ションの内容を掲載することによって、現状と

今後の課題がより一層浮き彫りにされている。

詳しい章立ては表1に示した通りである。

2─各章の内容

第 I部は「原発事故警戒区域内の文化財

保全–被災文化財の今後を考える–」と題さ

れており、そこでまず福島県全体における文

化財救援活動について明らかにする論考を

執筆した丹野隆明氏は、福島県教育委員会

文化財課の職員である。福島県における文

化財の被害総計は295件、総額53億程度

と推定され［1］、特に建造物の被害が大きい

ことが特徴で、中でも木造建造物や近代遺

跡の被害は顕著であり、取り壊されたものも存

在することが明らかにされた（本書、54頁）。続く

3つの論考で、旧警戒区域である双葉町・大

熊町・富岡町における文化財レスキューにつ

いて明らかにした吉野高光氏・中野幸大氏・

三瓶秀文氏は、それぞれの自治体の博物館

の学芸員である。第1部の内容をみていく前

にまずここでそれらの自治体も対象となった避

難指示区域について以下にまとめておく。［2］

　3月11日に避難指示区域が設定され、3

月12日にかけて福島第一原子力発電所か

ら半径2キロ、3キロ、10キロ、20キロと、強

制避難の指示範囲は順次拡大していった。ま

た福島第二原子力発電所からも、半径3キ

ロの範囲に避難指示が出、後に10キロに拡

大したが、その後8キロに変更された。2011

年4月22日からは、事故後1年間の被ばく

線量の合計（積算線量）が20ミリシーベルトに

なりそうな区域のうち、第1原発から20km圏

内は例外を除き立ち入りを禁止する「警戒区

域」と定められた。半径20km圏のすぐ外の

区域は「計画的避難区域」とされ、避難が決

定した。第1原発から20～30km圏内は「緊

急時避難準備区域」とされ、緊急時に屋内

退避か避難が必要な区域とされた。「警戒区

域」は富岡町、大熊町、双葉町のそれぞれ全

域、田村市、南相馬市、楢葉町、川内村、浪

江町、葛尾村のそれぞれ一部である。「計画

的避難区域」は浪江町、葛尾村の警戒区域

を除いた区域、飯舘村全域、南相馬市の警
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はじめに─本書の構成と概要│阿部浩一

シンポジウム開会の挨拶│山川充夫

［基調講演］歴史資料の魅力と活用│五味文彦

はじめに

1 歴史資料を読み直す
2 歴史資料のレスキュー
3 地域の力を歴史に探る試み─活用に向けて

第 I部
原発事故警戒区域内の文化財保全─被災文化財の今後を考える

福島県における被災文化財等救援活動の経緯と課題│丹野隆明

 はじめに
 1 本県の被災状況
 2 文化財の復旧事業の実施状況
 3 平成23年度における文化財レスキュー活動
 4 平成24年度の文化財救援活動
 おわりに
双葉町における文化財レスキューの現状と課題│吉野高光

 はじめに
 1 資料館及び町の被災状況
 2 放射線とのたたかい
 3 指定文化財と無形文化財
 4 今後の課題
大熊町内の被災文化財救出活動について│中野幸大

 はじめに
 1 民俗伝承館及び町内の被災状況
 2 民俗伝承館における文化財レスキュー
 3 大熊町内における文化財レスキュー
 4 立入り制限区域内の文化財救援活動の問題点
富岡町とそこにあった文化財の震災後の足取り│三瓶秀文

 1 富岡町文化交流センター（文化財収蔵施設併設）と被災の状況
 2 震災と避難状況
 3 警戒区域からの文化財レスキュー（搬出）

 4 運び出された文化財、そして残された文化財のこれから

第II部
福島県の歴史・文化遺産の今、そして未来

警戒区域における「地域の記憶」継承への取り組み

─双葉町泉田家を事例に│泉田邦彦

 はじめに
 1 「泉田家資料」レスキュー活動の実態とその成果
 2 地域コミュニティーの崩壊と文化財・歴史資料のゆくえ
 おわりに

表1─本書の構成

「計画的避難区域」における文化遺産の保護

─復活した飯館村文化祭が語るもの│本間宏

 1 原子力発電所事故にともなう避難区域の設定
 2 飯館村内歴史資料の保護
 3 資料展と村民文化祭の開催へ
 4 地域再生の条件

奉納絵馬の救出と地域の活動

─須賀川市朝日稲荷神社の事例│内山大介

 はじめに
 1 中通りの震災被害と朝日稲荷神社
 2 絵馬の救出と展覧会の開催
 3 「須賀川知る古会」の活動と公民館での展覧会
 おわりに

福島大学による歴史資料保全活動と地域連携│阿部浩一

 1 歴史資料保全活動とは─各地の資料ネット
 2 震災後の福島大学の取り組み
 3 福島県の歴史資料保全活動が抱える課題と福島大学

第III部
ディスカッションと提言

ディスカッション│報告者全員／司会・菊池芳明
 1 双葉・大熊・富岡町の文化財レスキューと所蔵施設
 2 個人蔵の文化財をめぐる状況
 3 レスキューした文化財をめぐる今後の課題
 4 地域から立ち上がる文化財保全への取り組み
 5 地域住民をつなぐ文化祭、伝統芸能、資料調査
 6 五味文彦先生からの提言

福島からの提言

─震災ミュージアム（仮称）の設置に向けて│菊池芳明

 はじめに
 1 施設の設置要望にいたる現状と課題
 2 施設の目的・機能・対象
 3 人員と施設
 4 運営と設置場所
 5 震災ミュージアムの役割と意義
 おわりに

あとがき

執筆者

書評｜｜阿部浩一、福島大学うつくしまふくしま未来支援センター編『ふくしま再生と歴史・文化遺産』｜山本美波079



戒区域を除いた一部と、川俣町の一部となっ

た。「緊急時避難準備区域」は広野町・楢葉

町・川内村、および田村市と南相馬市の一部

のうち、福島第一原子力発電所から半径20

キロメートル圏外の地域と決まった（2011年9

月30日に解除）のである。後に原子炉が冷却

停止状態であることがわかると、2012年4月に

「警戒区域」と「計画的避難区域」の一部を

年間積算線量の状況に応じ、「避難指示解

除準備区域」・「居住制限区域」・「帰宅困

難区域」のいずれかに見直すことになった。ま

ず年間積算線量が20ミリシーベルト以下に

なることが確実であるとされた区域は「避難指

示解除準備区域」となり、区域の中への立入

りが柔軟に認められ、また住民の一時帰宅や

一部の事業や営農が再開可能となった。次

に、年間積算線量が20ミリシーベルトを超え

る恐れがあり引き続き避難の継続が求められ

る地域は「居住制限区域」とされたが、住民

の一時帰宅や道路等の復旧のための立入り

は可能となった。最後に、年間積算量が50ミ

リシーベルトを超え、5年が経過しても年間積

算線量が20ミリシーベルトを下回らない恐れ

がある区域は「帰還困難区域」とされ、引き続

き避難が徹底されることになった。その後、田

村市の都路地区、川内村、楢葉町、葛尾村

（一部地域を除く）、南相馬市（一部地域を除く）、

川俣町の山木屋地区、飯舘村（一部地域を除

く）、浪江町（一部地域を除く）、富岡町（一部地域

を除く）の避難指示解除が行われている。

　それではここから旧警戒区域内の文化財

について見ていきたい。まず、双葉町が震災

後実際に文化財持ち出しのための梱包作業

を始めることができたのは2012年の4月から

であった。双葉町歴史民俗資料館からの持

ち出しを検討するにあたって十分な線量のス

クリーニングと線量の計測が行われたが、一

番の問題は救出した資料の置き場所をどうす

るかということであった。その後福島県の被災

文化財等救援本部ができ、一時保管施設の

確保がなされるようになったが、保管施設の

キャパシティが十分ではなく、双葉町の資料

館の全部の資料を持ち出すには至らなかっ

た。このシンポジウムが行われた時点でも依

然としてレスキューされていない資料が多数

存在していることが明らかにされ、そのカビの

発生や線量の問題を今後どうするかが課題

となっている。その他町内に存在する様々な

文化財に対しては、荒廃していて頻繁に点検

に入れないという問題や、線量が高いために

除染をどうするかという問題が存在している。

また民俗芸能等の保護については、芸能の

用具やその置き場の確保、人員の召集や練

習が困難であるという問題があるために特に

課題となっており、映像や写真による記録化

が検討されている。

　次に、大熊町について述べられている。大

熊町内の文化財は、津波による流出や半壊

の憂き目に遭うこととなった。また、高濃度の

放射能汚染により立ち入りが制限され、調査

が進まないという状況が続いている。したがっ

て、依然として町に残る文化財をどうするかと

いう問題、また取り残されたままの個人所有

の文化財をいかに救出し保護するかという問

題がある。中野氏が震災後初めて大熊町民

俗伝承館に立ち入りを行ったのは2011年8

月21日だが、実際に持ち出しが行われたの

は2012年の9月からである。この施設は福

島第一原子力発電所から4キロ西側にある。

その外の空間線量は25マイクロシーベルト

という深刻な汚染状況にあることが明らかに

なり、併せて館内の線量は0.2 ~ 0. 5マイクロ

シーベルト、窓や扉の周囲は0.8~1.5マイク

ロシーベルトという数値が計測され、外気の

影響を受けるということがわかった。また、木桶

一点が、換気扇から入ったと思われる雨水で
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汚染したとみられ、線量が基準よりも高く運び

出しができないという問題も起こった。全体的

に保管状況の悪さによる劣化が心配され、館

内資料の安全な場所への避難が考えられた

が、予算の確保の困難さに伴い、搬送用の

車両や保管場所、人員や資材の調達が難し

いという問題が存在しているため、運び出しの

対象となる資料を選定する必要があった。

　次に、富岡町には、福島第一原子力発電

所から約10キロの半径線上に富岡町文化

交流センターがある。こちらも大熊町同様、地

震の影響で建物や設備が劣化し、カビや、雨

漏りが生じたり外気が流入することによる放射

線汚染の影響を大きく受けている。その文化

財の搬出については、規則の1300cpmが上

限であるが、その半分である650cpmまでの

資料を対象に、大熊町同様2012年の9月か

ら運び出しをしている。これは資料を今後存

在させていけるのか、活用できるのかということ

を見据えた活動をすることに意味を見出してい

るためである。その他、震災前と震災後で収

蔵環境がどのような状況に置かれ、どのように

変化したのか、していないのかということが詳細

に明らかにされ、今後震災に備えた建物のあ

り方を考えていく上での参考となる。

　第 II部の一本目は、「警戒区域における

「地域の記憶」継承への取り組み─双葉町

泉田家を事例に」と題され、執筆者の泉田邦

彦氏は警戒区域内である双葉町に実家を持

ち、その資料のレスキュー活動を事例として警

戒区域内の個人所蔵資料レスキューにおけ

る現状と考察を記している。泉田氏の場合、

公益一時立ち入りの対象となり、かなり早い段

階から自己責任で一時帰宅が実現した。個

人の一時帰宅における資料レスキューは、警

戒区域に立ち入るということは容易であるとい

う点、資料の持ち出しのハードルも低いという

点から、行政による公的なレスキューより比較

的容易に行うことができる。しかし、警戒区域

内での作業であるために、人員や時間、保管

場所も限られており、資料の運び出しには時

間的・物理的な制約が生じるということが明ら

かにされた。泉田氏はまたこのような活動を通

して、自家の資料も含めた、「所蔵者ですらそ

の所在を確認しておらず、行政側にもその存

在を把握されていない資料」（本書、132頁）で

ある「未把握資料」の問題を指摘し、重要な

資料が行政未把握のまま震災で永遠に失わ

れてしまうことを危惧している。泉田氏はまた、

地名や伝承等の「無形資料」をめぐる現状も

指摘している。無形資料は口承で伝わること

が多いため、原発事故で地域コミュニティー

が崩壊してしまった今、地域の記憶が断絶し

かねないということを危惧した泉田氏によって、

2012年10月から双葉町・浪江町両竹地区

の地名・伝承に関わる情報の聞き取り調査が

続けられている。

　次は飯館村の文化財について述べられ、そ

の執筆者は福島県歴史資料館に勤務してい

る福島県文化振興財団員の本間宏氏であ

る。飯館村は「計画的避難区域」となり、2011

年4月22日には全村が避難対象となった。6

月17日以降から資料の移送が行われ、福島

県歴史資料館や文化財仮保管施設に運ば

れた。2012年9月29日からは福島県歴史資

料館展示室で展覧会や文化祭が開催され、

飯館村の伝統芸能や文化財、あゆみ等に関

するビデオ映像が上映されるだけでなく、考

古資料、古文書、写真パネルで構成した展

示も行われ、約2000人の村民が訪れた。

　さらに、福島県立博物館の学芸員内山大

介氏によって須賀川市における活動が明ら

かにされ、ダムの決壊と土砂流によりその付

近にあった須賀川市の歴史民俗資料館の

文化財収蔵庫が被災し、国の救援委員会に

よる県内最初の文化財レスキューが行われ
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たこと、朝日稲荷神社が倒壊したため奉納さ

れていた絵馬全108点がレスキューされたこ

とがわかる。

　また、福島大学の阿部浩一氏によって、福

島大学が、ふくしま歴史資料保存ネットワーク

とともに資料レスキューに参加しているというこ

とや、歴史資料の悉皆調査の一環として歴

史資料の現況調査を進めていこうとしているこ

と、警戒区域から搬出された文化財の一時

保管施設における搬入・整理作業のボラン

ティアに従事しているということが述べられた。

しかしそういった歴史資料の保全活動は地

元の協力と理解によって成り立つものであると

し、福島大学の活動について周知を図ること

や、関心をもつ人々が意見交換や協力し合う

ことが出来る「つながりの場」を用意すること、

ふくしま史料ネットがその母体となることの必

要性を指摘している。

　第III部は「ディスカッションと提言」と題さ

れ、ここではそれぞれの執筆者によって問題点

のまとめや今後の課題、そして目指すところが主

張され、最後に、「福島県からの提言」として、

菊池芳明氏によって「旧警戒区域内を中心と

する福島県内の文化財の収蔵・修復・除染・

展示等を総合的に行い、被災文化財の十分

な保全と活用を図る恒久的な施設の設置」

（本書、250頁）が呼びかけられているのである。

3─おわりに

県教育委員会が国の東北地方太平洋沖

地震被災文化財等救援委員会の協力を受

けたことにより、2012年9月5日から警戒区

域内の公的な博物館等に所蔵されている資

料の、警戒区域外への搬出作業が開始され

た。これまでに双葉町で2割・富岡町で4割・

大熊町でほぼ全ての資料の運び出しが実現

している。一方、個人資料はほぼ手付かずの

状態で残っている。旧警戒区域の文化財に

ついて共通して言える問題点は、荒廃した町

では建物被害が進行し、もう時間的猶予が

ないということ、自治体から人員を割けないとい

うこと、運び出した資料をどうするかということ、

個人資料の調査まで手が回らないこと、個人

資料の受け皿や保護体制がないこと、放射

能汚染された資料の除染や保管をどうするか

ということである。したがって、これらの問題点

を解決するために見据えなければならない課

題としては、人員の確保や受け皿となる収蔵

庫・恒久的な施設の用意、汚染資料への科

学的見地に基づく保存処置、さらなる調査と

その記録化、文化財行政の強化と町民の理

解の向上が挙げられるだろう。また、本書が

執筆された時点では、この3町以外の自治体

が所蔵する文化財については、「自治体内で

保管」という意向が示された南相馬市と楢葉

町を除いて、未だ明確な方針が立てられずほ

とんど手付かずになっており、各町村の所蔵

総数さえ十分に把握されていない。

　震災によって、それまで築き上げてきたコ

ミュニティーが崩壊してしまった今、「地域の

記憶」をどのように保全するか、そして保全し

た記憶が継承されていくにはどうしたらよいか

考えるということが重要であるが、資金や人員

は限られているのが現状である。今後につい

て共通した方針を今のうちから固めること、何

を残し何を諦めるかという検討を進めていくこ

ともまた必要なのではないかと考えられる。

1─  ここで対象とされた文化財は国・県・市町村指定のもので、なおかつ原発事故による被害は含まれていない。（本書、52頁）

2─  避難地域復興課帰還支援担当「避難区域の変遷について」<http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/cat01 -
more.html>,2017/11 /18 アクセス
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　第1編「幕政文書の整理と管理」では、幕

政文書を対象として、幕府勘定所の文書整

理と管理、長崎奉行所の文書管理と引き継ぎ

を取り上げ、さらに京都町奉行所の文書行政

と密接に関係し、文書行政と民間社会を媒

介する雑色筆耕を取り上げている。

　第2編「藩政文書記録の管理と伝来」で

は、藩政文書を対象として、文書管理システ

ムの形成過程や、保存文書の伝来過程につ

いて、あるいは記録の作成や記録の成立過程

について取り上げている。第4章では松代藩

真田家における善光寺地震に関する文書を

通じて、情報収集と文書管理システムを、第

5章では尾張藩徳川家の近世を通じての文

書の管理・伝来、第6章では土佐藩山内家

の文書の伝来と藩政時代以来の管理体制に

ついて明らかにされている。また、第7章は、熊

本藩家老松井家文書を取り上げ、成立過程

を考察している。第8章では対馬藩の文化九

年の「毎日記」の引用・書き分け・職務内容な

どについて明らかにしている。これらの記録管

理の形成過程や文書群の伝来の事例を通し

て、文書管理の様相を具体的にうかがい知る

ことができる。この中から、特に興味を持った論

考について、以下に詳しく紹介したい。

　第4章「善光寺地震における松代藩の情

報収集と文書管理」は、松代藩における善光

寺地震に関する文書を通して、文書の作成と、

そのシステムを明らかにしている。善光寺地震

は、弘化4年（1847）3月24日長野盆地西縁

部で発生した。山崩れや土石流などの二次

被害が甚大だった地震のようである。これらの

記録が如何にして収集され、藩に残されたか

というと、災害の際の情報収集と深く関わって

いるようである。松代藩は代官ではなく新たに

山平林村御救方御用懸に小林唯蔵を任命

し、任務に当たらせた。そして任務終了後、小

林のまとめた文書を提出させ、藩として地震関

本書は、2006年に国文学研究資料館にお

いて開かれた「地域支配と文書管理」を共

通テーマとする共同研究会をきっかけに生ま

れた藩政アーカイブズに関する初の論文集、

『藩政アーカイブズの研究』（国文学研究資料

館編、岩田書院、2008年）の、続編の位置づけに

なる。前書は、藩政アーカイブズ学の「研究

史」に関する論と、近世の個別の藩のそれぞ

れの文書管理のあり方についての事例研究

であった。本書は、前書に引き続き、幕政アー

カイブズの要素を加えた論文集である。

　本書は、次のような、3編17章から成る。［表1］

　本書は、諸藩において近世中期から後期

にかけて文書管理システムが導入されたとい

う視点から、藩政文書の管理保存と伝来に

ついて、個別の事例研究を通して、幕藩文書

管理への知見を示している。以下、構成を追

いつつ内容を紹介し、所感を述べる。

表1─本書の構成

序章 幕藩政文書管理史研究と本書の概要（高橋実）

第1編 幕政文書の整理と管理 
 第1章 幕府勘定所における文書の整理と管理（戸森麻衣子）

 第2章 長崎奉行所文書の引継ぎと管理について（高橋実）

 第3章 京都町奉行所付雑色筆耕について─
  文書行政と民間社会を媒介する実務者（冨善一敏）

第2編 藩政文書記録の管理と伝来 
 第4章 善光寺地震における松代藩の情報収集と文書管理（原田和彦）

 第5章 尾張藩徳川家における文書の伝来と管理（太田尚宏）

 第6章 土佐藩山内家文書の伝来と管理（藤田雅子）

 第7章 熊本藩家老松井家文書の成立過程（林千寿）

 第8章 対馬藩における文化九年「毎日記」の引用・書き分けと職務（東昇）

第3編 藩政文書記録の管理・編纂担当者 
 第9章 弘前藩江戸藩邸における日記方の設置と藩庁日記の管理（中野達哉）

 第10章 米沢藩記録方の編纂事業に関する基礎的考察（浅倉有子）

 第11章 近世中後期岡山藩における留方下僚の存立状況（定兼学）

 第12章 萩藩当職所の文書管理と当職所記録方（山㟢一郎）

 第13章 鳥取藩の領知判物発給と担当役人（来見田博基）

 第14章 対馬藩における表書札方の設置と記録管理（山口華代）

 第15章 薩摩藩の藩政文書管理と筆者（林匡）

終章 近世における文書行政の高度化と明治維新（吉村豊雄）
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者」では、各藩で作成された各種記録の編

さんに目を向け、特に藩政における記録管

理組織と実務担当者に焦点を当てて、藩の

事例を取り上げている。第9章では弘前藩

の江戸藩邸における日記方と、作成していた

藩庁日記に焦点を当て、第10章では米沢

藩記録方の職務を分析し、明らかにしている。

第11章は、近世中後期の岡山藩において、

岡山藩政資料の特徴の1つとして挙げられる

「留」に着目し、これを編集・作成した留方に

て文書管理の実務にあたった藩士とその意

識について、第12章では、萩藩の中枢役所

である当職所で文書管理とを担当した当職

所記録方について、業務内容、就任者、藩庁

における位置づけを検討している。第13章

は鳥取藩では領知判物（知行宛行状）発給と

担当役人、第14章は対馬藩では記録を作

成する「表書札方」が事例としてあげられてい

る。そして、第15章では薩摩藩の文書管理

規定と実態、文書作成・記録に関わる筆者

（書役）について、地頭や外城（郷）の役人の記

録を利用し、郷の文書管理に関する事例を

検討している。第3編についても、興味を持っ

たいくつかの論考と、終章を紹介したい。

　第9章「弘前藩江戸藩邸における日記方

の設置と藩庁日記の管理」では、弘前藩江

戸藩邸における日記方の職務に焦点が当て

られている。弘前藩の藩庁日記には、国許と

江戸でそれぞれ日記が作成され、両者が伝

来しているという特徴がある。この藩庁日記の

作成・管理を担当していた江戸の日記方の設

置の意図と、藩庁日記の管理・保存・国許へ

の移管について考察することで、どのような認

識を持って2冊ずつ伝来されてきたかを明ら

かにしている点が興味深い。

　第10章「米沢藩記録方の編纂事業に関

する基礎的考察」は、アーカイブズ研究として

は、まだ基礎的研究が十分に行われていない

連の記録を保管したという。原田氏は、ここに

小林の個人の日記が含まれていることに注目

し特筆すべきとしている。また、地震後には、国

元と江戸でそれぞれ地震の記録が作成され

た。国元では、村の被害などを把握し、資金

援助などの元帳としての機能を持った簿冊が

作られた。一方江戸藩邸で作成された簿冊

には、地震の記録を後世に伝えるため厳密に

編さんされた形跡があるという。これは、幕府

や他藩を意識して作成されたものと考えられて

いる。原田氏は、このように真田家文書は国元

と江戸の二系統の文書があり、それぞれ、違っ

た性格をもつ生の記録として残されていること

を指摘している。また、国元で多くの情報を知

り得た家老は、自ら記録を作成するが、それは

藩の記録としてではなく家老の家の記録として

保管されたと指摘している点も興味深い。

　第7章「熊本藩家老松井家文書の成立

過程」は、筆頭家老の松井家を取り上げてい

る。細川家の筆頭家老を務めた松井家は、

八代町の直所務を許されたことにより、大名家

と同様の行政機関が組織されていたことで、

四万点を超える文書が伝来し、「松井家文

書」として調査され、史料として活用されてい

る。しかし、文書群としての性質や構造等、アー

カイブズ学の見地からの研究はほぼ行われ

てきておらず、この章では文書の成立過程に

ついて次のように考察されている。

　享保年間には、松井家当主が代々受け継

ぐべき重要文書を取捨選別し、保管・管理す

るシステムが成立していた。また、宝暦年間に

家譜方が設置され、家譜に収載される文書

が集約的に保管管理されるようになった。これ

ら文書群は近代以降も引き継がれ、今日に

伝来した。このことは、非常に興味深い。廃棄

されずに伝来した事実について、さらにその経

緯を明らかにすることを今後の課題としている。

　第3編「藩政文書記録の管理・編纂担当
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付箋類の廃止などにより、近世の文書形態・

保存管理形態から複雑に転換したように見え

るかもしれない。しかし、吉村氏は文書管理・

文書行政という近代的な概念とシステムは、

近世の幕藩政の元でも十分に生成され機能

していたこと明らかにしている点で興味深い。

　近世において、記録を発生させた組織機

構の制度や記録管理システムを解明するこ

とを目指して本書は、それらの実態を、現存す

る文書を手がかりに、その記録管理システム

に迫り、担当者の存在と機能等の事例を示し

てくれている。これら事例の示すように、文書の

伝来や管理に対する意識が確認される点は、

近世においても近代においても見られる文書

管理の意識として、見逃せないものと考えられ

る。また、近代的な文書管理システムは、近

世後期にすでに幕政文書、各藩政文書に見

られていることが、研究によって明らかになりつ

つある。

　本書は、文書管理史研究の立場から、幕

府や諸藩における文書記録の作成と管理、

保管・保存のあり方を具体的に明らかにして

いる。このことは、幕藩政史研究にも新たな知

見を与えるものとなると思われる。したがって、

序章において高橋氏が述べているように、今

後の幕藩政アーカイブズ研究の進展をうなが

すとともに、幕藩政文書記録を扱うアーキビス

トと近世史研究者の研究基盤となり得るもの

となっている。

　本書では幕府、諸藩に残された文書群を

それぞれに分析した論考が主であった。さら

に事例の蓄積がすすめば、幕府と諸藩、ある

いは諸藩同士についても、組織において、どの

ような水準の文書管理システムがどのような

経緯で発達していたのか、比較検討が可能と

なってくると思われる。本書でも終章でその試

みが少し始まっていたと言えるが、今後の研究

課題のひとつとして考えられるだろう。

米沢藩を対象に、記録方（所）に関する就任

者、職務などの基本的事項の検討、記録方に

よる編纂事業についての分析、考察を行って

いる。記録方（所）とは、「上杉家文書」を構成

する赤箪笥入文書や精撰古案文書の選別

や管理を担当し、また歴代藩主の御年譜編

纂などにあたった役職というが、これまで十分

に研究されてこなかった。本論文では、「記室

要録」、記録方の「日記」、「御記録所局中之

留」を分析対象としている。米沢藩の記録方

は当初は臨時的に設けられたが、18世紀後

半、9代藩主上杉治憲（鷹山）の時期には恒

常的な職掌となった。そして、治憲による藩政

改革時には、政事向の先例の調査や、訴状・

願書・賞罰に関わる重要案件についての案詞

の作成を命じられており、改革に深く関わった

ことが明らかにされている。今後の研究により、

浅倉氏も述べているように、記録方の職務の

全容や、関与するそれぞれの編纂事業につい

て、さらに明らかになることが期待される。

　終章「近世における文書行政の高度化と

明治維新」では、用紙や文書の形態の面に

着目して、文書行政の変遷の観点から事例を

検討している。吉村氏はまず、近代行政文書

の特色の一つは、業務の上で作成された書

類（原文書類）がそのままの形態で綴じ込まれ、

簿冊形態をとって整理・保存・管理されている

ところにあるとした。そして、幕藩制下において、

原文綴り込み簿冊の作成が行われていること

を文書行政の高度化の一つの指標として、近

世において文書行政・文書管理の高度化が

認められたことを検証している。具体的には、

藩政文書の中に、地方文書の原本のまとまっ

た存在が確認できる熊本藩、松代藩、萩藩な

どを取り上げている。これは、近世から近代へ

の文書形態と文書管理の連続する点に着目

したものである。近代文書への転換は、用紙

の規格化・継紙の廃止・稟議手順の明確化・
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［報告｜report］

1 InterPARES Trust北京2017年大会に参加して
A Participation Report about the 2017 Beijing Conference of the InterPARES Trust

李華瑩｜LI HUAYING

1─はじめに

2017年4月22日と23日に、InterPARES Trust（以下「ITrust」

という）プロジェクトアジアチーム、中国人民大学情報資源管

理学院、中国档案学会が主催する「ITrust ネットワーク環境

におけるレコード及びアーカイブズについての信頼に関する国

際シンポジウム」に参加した。InterPARESは、デジタル記

録と保存を継続的に研究している唯一のインターナショナル

チームである。ITrustは1998年からのInterPARESプロジェ

クトの第四段階にあたる。今回のシンポジウムでは二日間の

日程で、講演会、質問応答が行われ、五ヶ国、200人余りの

参加者が参加した。アジアチームはクラウドコンピューティン

グ、オープン・ガバメント、情報公開、電子取引、デジタルリス

ク、デジタル証拠等の方面の研究成果を詳しく紹介した。こ

れからの報告の概要を紹介しつつ、感想を述べたいと思う。

2─内容

（1）挨拶

今回のシンポジウムはアジアチームのディレクターの王健

氏が司会を務め、中国国家档案局副局長の付華氏、中

国人民大学の馮恵玲氏および張斌氏が開会のあいさつを

した。付華副局長は、「InterPARESプロジェクトは中国の

電子文書理論と技術の研究及び電子文書管理に重要な

役割を果たした。中国「十三五」［2］期間において、電子文

書管理に関する多くの問題と技術面での解決は極めて重

要なものとなり、InterPARESプロジェクトからの支援が重

要である」と語った。

　馮恵玲氏は挨拶で、数字文件はインターネットにお

ける信頼関係がますます重要となる証拠であると述べた。

「InterPARESプロジェクトの研究内容、研究成果及び影

響は大変素晴らしいものである。中国チームはInterPARES

プロジェクトに参加して、今年10周年を迎えた。そして、10

年の間、北アメリカチーム、ヨーロッパチームと協力し、ともに

成長してきた。中国チームは創造性のある電子文件という

時代にふさわしいものを作り出す可能性があり、その責任を

持っている。これは中国、アジア問題の解決だけではなく、

世界、人類の歴史への貢献にもなる」と述べられた。

　張斌氏は主催者を代表して、来賓と参加者の方 を々盛

大に歓迎し、協力機関、参加の各機関の支持に感謝を述

べた。張斌氏から、中国人民大学情報資源管理学院は

InterPARESアジアチームのリーダーとして、これからも努力
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表1─大会スケジュール［1］

4月22日

7 :30 – 8 :50 受付

9 :00 – 9 :15 付華 中国国家档案局副局長 挨拶

9 :15 – 9 :25 馮恵玲 ITrust アジアチームの総顧問 挨拶
  中国人民大学情報資源管理学院教授、
  電子文件管理研究中心主任 

9 :25 – 9 :30 張斌　 中国人民大学情報資源管理学院院長 挨拶

9 :30 – 10 :00 Luciana Duranti ITrust　責任者 InterPARES Trustの概観の紹介
  ブリティッシュ・コロンビア大学の教授
  カナダアーキビスト協会の主席 

10 :00 – 10 :35  質問

10 :35 – 10 :45  休憩

10 :45 – 11 :10 Corinne Rogers ITrust　コーディネーター ITrust研究成果のメタ統合についての発表

11 :10 – 11 :30 質問

11 :30 – 11 :45 蔡盈芳 ITrust アジアチーム研究員 電子取引における電子文書管理についての
  中国国家档案局経科司処長 政策法規と標準規則システムに関する構築

11 :45－11 :55 方  ITrust アジアチーム研究員 档案館における企業電子資料の保存と
  天津市档案局局長 メンテナンスについての事例研究

11 :55 – 12 :20  質問

12 :20 – 13 :30  ランチ

13 :50 – 14 :20 聶曼影 ITrust アジアチーム研究員 デジタル档案館プロジェクトのリスク研究
  中央档案館国家档案局档案科学技術研究所主任

14 :20 – 14 :45 Yusmazu Md Yusup ITrust アジアチーム研究員 マレーシア政府情報のデジタル情報への
  マレーシア国立大学情報技術学院教授 アクセスの影響要因について

14 :45 – 15 :10 Eun・G・Park ITrust北アメリカチーム研究員 クラウドコンピューティングにおけるレコードマネジメントと
  カナダマギル大学准教授 プライバシーの保護に関する評価

15 :10 – 15 :30  質問

15 :30 – 15 :50  休憩

15 :50 – 16 :10 周文泓 ITrust アジアチーム研究員 問題と対策─オンラインデジタルレコードの公衆参加
  四川大学公共管理学院　 

16 :10 – 16 :25 劉双成 ITrust アジアチーム協調員 クラウドサービスに基づくレコードマネジメントの
  中国国家档案局外事弁協調員 安全な管理に関する研究

16 :25 – 16 :55 張寧 ITrust アジアチーム研究員 レコードマネジメントの視点から
  中国人民大学情報資源管理学院準教授 クラウドサービス契約を検討する

16 :55 – 17 :15  質問

17 :20 – 19 :00  懇親会

4月23日

7 :30 – 8 :30 受付

8 :40 – 9 :10 劉越男 ITrust アジアチーム研究員 エレクトロニック・データ、レクトロニック・レコード等の
  中国人民大学情報資源管理学院教授 相関概念の比較及び関係性について

9 :10 – 9 :30 范冠艶 ITrust アジアチーム研究助手 デジタル環境における証拠性の規則
  中国人民大学情報資源管理学博士後期 ─ LEDEプロジェクトに基づいての比較研究
   
9 :30 – 10 :05 王健 ITrustアジアチームのディレクター モバイル・インターネット時代における
  中国人民大学情報資源管理学院教授 政府ソーシャルメディアとそのレコードマネジメント

10 :05 – 10 :25  質問

10 :25 – 10 :40  休憩

10 :40 – 11 :05 Özgür Külcü ITrustヨーロッパチーム研究員 エレクトロニックレコードマネジメントシステムの
  ITrustトルコチームディレクター 使いやする及び人間とパソコンでの相互評価
  ハジェテペ大学情報管理学科教授 

11 :05 – 11 :50 陳珊珊 ITrust アジアチーム研究助手 中国におけるデジタルレコードの証拠効力の発生における
  北京数字認証株式会社戦略研究員 障碍及びその推進計画に関する分析

11 :25 – 11 :50 謝麗 ITrust アジアチームのディレクター 中国とヨーロッパにおける個人プライバシー、
  中国人民大学情報資源管理学院教授 個人データについての法令に関する比較研究



を怠らず、チームの研究を奨励し、支持していくと述べた。最

後にシンポジウムの円満な成功を祈った。

（2）ITrustについて
Luciana Duranti氏は、ITrust全体の状況を総括して述

べた。ITrustは、オンラインレコード、ネットワークおよびクラウ

ドコンピューティングに関する様 な々信頼性を中心とするプ

ロジェクトである。急速に変化している技術環境のもとで、レ

コードの管理とストレージに関するいろいろな課題が出て来

ていると指摘し、Duranti氏は、6つの問題点を述ベられた。

①インターネットにおいて、どのように機密性とプライバシー

を保護するのか？

②どのような法律に従って組織のフォレンジックの準備

（forensic readiness）を整備するのか？

③組織は、レコードの正確性、信頼性、真正性をどのように

確認するのか？

④組織は、レコードと情報の安全性をどのように確保する

のか？

⑤組織は、インターネットに託したレコードをどのように管理

し続けるのか？

⑥永久保存価値がある文書をどのように保存するのか？

以上の問題点から、Duranti氏の講演が展開されていた。

インターネットには、リスクがある。リスク＝（リスクが生じる）可能

性×（リスクによってもたらされる）影響。前述の問題点をすべて

完璧に解決できないとすれば、取捨選択をどのようにすべき

か？ まずは、透明性か安全性かの選択である。次は、管理

と予算の兼ね合いである。そして、インターネット的視点から、

「技術による信頼を築く」ことと「出費のコントロールによる信

頼を築く」ことの二つの対応策があると述べられた。

　更に、Duranti氏は、ITrustに関する三つの研究目標を

説明した。まずは、レコードとデータを持っている個人と組織の

間で、信頼関係を築くことである。次は、個人と組織との交流

によって作られたデータとレコードの信頼性を確保することであ

る。最後は、これから、先進国、発展途上国および地域を包

含する超国家の枠組みを開発することである。この枠組みに

よって、異なる文化や社会の限界を越えて、国内の立法及び

法的規制を指導していく可能性についてを詳細に説明した。

　ITrustの研究領域、研究成果については、Rogers博士

が報告した。Rogers氏は、オンラインレコードの政策、実践

及びプログラムのモデルの構築、管理、アクセス、ストレー

ジすべきであるということを提言した。また、InterPARESの

国際チームは新しい継続性のある研究プロジェクトを積極

的に申請しており、そのプロジェクトとは、ポストトゥルースの

時代（post-truth era）における証拠としてのレコードの管理に

関するものであると紹介した。

（3）政策研究について

中国国家档案局の幹部の蔡盈芳氏は、中国の国有企業

の電子文書の帰档［3］及び電子档案管理標準システムを

説明した。2012年から、国家档案局をはじめとする「電子

取引における電子文書管理に関わる政策法規と標準規則

システムの構築」というプロジェクトが行われてきた。2015

年5月7日に、国務院は「電子商取引の強力な推進及び

経済の新しい原動力の育成に関する提言」を発布した。こ

の「提言」の第二十六条では、電子領収書と電子会計档

案を益々推進し、技術基準と規章制度（日本の「法令」に相当

する）を整え、税務総局、財務部、档案局及び国家基準委

員会）が電子取引の統計制度を確立すべきであるとされ

た。さらに、2016年1月1日から施行された「会計档案管

理弁法」第十二条［4］では、会計档案の移管に際して、国

家档案管理の関連規定に従わなければならないとされる。

また、「企業［5］における電子文書の帰档及び電子档案の

管理制度に関するアンケート」調査において、145点のア

ンケートが実施され、76件が回収された。回収されたアン

ケートの結果によると、75.8％の国有企業の電子文書の一

部分が帰档され、40％の国有企業の重要な電子文書が

帰档され、53.49％の国有企業の電子文書が帰档されて

いないという。これらの調査研究を通じて、2017年4月まで

に、「企業電子文書・電子档案の管理に関するガイドライ

ン」、「CAD/CAM電子文書の帰档管理に関するガイド

ライン」、「CAPP電子文書の帰档管理に関するガイドライ

ン」、「ERPデータ帰档の流れに関するガイドライン」および

「ERPシステムの帰档基準」が公布された。

　聶曼影氏は、デジタル档案館におけるリスク要素の特

定について説明した。中国のデジタル档案館の設置につい

て、19館が既に設置されたが、42館のWebsetの構築は、

今、進行中となっている［6］。デジタル档案館の問題点に基

づき、デジタル档案館のリスクに関するリストが制定された。

このリストには、「初期のリスク」、「基礎設備のリスク」、「所

蔵資源のリスク」、「基礎業務のリスク」、「保障システムの

リスク」五つの部分合計130点のリスクが含まれる。
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　マレーシアからのYusmazu Md Yusup氏は、マレーシア

における政府レコードのアクセスに関する状況を説明した。

この発表では、公衆の「情報自由法」と政府情報分類に対

する理解レベルの確定を旨として、21箇所の町の21件の

アンケートの結果を整理して、デジタル政府情報のアクセ

スに関する影響要素を分析した。

　劉越男氏と范冠艶氏の発表は、档案学と法学の視点か

ら、デジタル環境における用語を説明した。

　謝麗氏は、まず、ヨーロッパの「人権と基本的自由の保護

のための条約」、「欧州連合基本権憲章」の中の個人プラ

イバシーと個人データに関する条項を解説した。中国にお

いては、今まで、個人情報に関する法律は、未だに制定さ

れていないため、「プライバシー」に関する法的定義がない。

「個人情報」という言葉を初めて使用したのは、2003年に

通過された「中国身分証法」である。「個人情報」が初め

て定義されたのは、2016年に通過された「中国サイバーセ

キュリティ法」である。しかし、「中国サイバーセキュリティ法」

に比べて、2016年の「EU一般データ保護規則」（GDPR）

のほうが詳細に定められていると指摘した。

（4）事例研究について

方 氏は、天津市档案局とOTIS会社（中米合弁エレベーター会

社）との連携プロジェクトを紹介した。OTIS会社のエレベー

ターのメンテナンスに関するデータを保存・管理するために、

天津市档案局は、有料サービスを提供している。［図1］

　周文泓氏は、中国におけるオンラインデジタルレコード

の公民参加について述べた。現在、中国政府のソーシャ

ルメディアについて、政府ホームページ、政府ヴィーチャット
（WeChat）及び政府ブログが三つある。①多くの場合に、「政

府ホームページ」は、メールアドレス、「意見箱」および「メモ

板」の三つの公衆参加方式を提供している。②政府ヴィー

チャットについて、2015年8月までに、8万以上の政務ヴィー

チャットの「公衆号」（即ち「オフィシャルアカウント」）が開設され

た。省級行政機関のヴィーチャット公衆号は、84.7％を占め

ている。各ヴィーチャット公衆号のフォローしている人数は平

均3万人である。③政務ブログについて、2016年12月31

日までに、164,422個の政務ブログが開設された。そのうち、
125 ,098個の行政機関ブログが含まれている。政府のソー

シャルメディアからの数多くのデジタルレコードについて、周

文泓氏は、政策、管理、連携、基準の制定、技術の枠組み、

公民の意識の面から対策を示した。

　王健氏は、2017年度に行われた二つの調査結果を解説

した。1月6日～11日にわたり、中国人民大学情報資源管

理学院が運営している「档案那些事儿」というヴィーチャット

公衆号において、「あなたの政府ソーシャルメディアに対する

認識」というオンライン調査が行われた。（筆者もこのアンケートに

答えたことがある。）アンケートの回答数は、588件である。そのう

ち、69％の人（406人）は二つ～五つの政府ソーシャルメディ

アをフォローしている。79.3％の人（466人）は、毎日一時間ぐら

い関連のニュースを読む。二番目の調査は、北京地方におけ

る行政機関のヴィーチャット公衆号の開設状況に関してであ

る。北京でヴィーチャット公衆号を開設した中央部委の数は、

87分の33であり、37.9％を占める。北京市市級の行政機関

については、44分の21であり、47.7％を占める。北京市区級
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行政機関については、17分の12であり、71％を占めてる。

（5）クラウドサービスについて

劉双成氏と張寧氏は、クラウドサービスに基づき、レコードマ

ネジメントの安全な管理及びそれに関する契約を詳しく検

討した。劉双成氏は、中国におけるクラウドサービスの運用

状況を紹介して、IaaS、PaaS、SaaS［7］についてのリスクを検

討した。その上、中国のアリクラウド（阿里曇）のクラウドサービ

スの契約における使用制限や秘密保持に関する内容を解

説した。張寧氏は、クラウドサービスを提供する欧米の14

社の会社［8］の契約条項を分析して、中国のクラウドサービ

ス契約の問題点を総括し、レコードマネジメントの視点か

ら、①データの所有権と知的財産権、②データのアクセス、

③データの処理とトレーサビリティ、④データの証拠価値と

安全、⑤データの保存場所とクロスボーダー移管、および⑥

クラウドサービス契約の解除について検討した。

　Eun・G・Park氏は、目標、方法論、法律、技術、判例研

究の面から、クラウドコンピューティングにおけるレコードマネ

ジメントとプライバシーの保護について、詳しく説明した。とく

に北アメリカの第四番目の公共交通運営システム（STM）の

OPUSカード（2008年から導入された）について分析し、乗客情

報の匿名加工については、カナダの「個人情報保護及び電

子文書に関する法律」（PIPEDA）とアメリカの「プライバシー

法」（Privacy of Act of 1974）の規定を適用すべきであると主張

した。質問応答時、Eun・G・Park氏は、米・カナダにおける

電子健康記録（EHR）について説明した。1990年代以来、

米・カナダ政府は、大型の電子文書センターの構築に取り組

んでいる。すべての病院が個人電子健康記録に関する検

索サービスを提供できるとはかぎらないが、数多くの病院にお

いて、読み取り専用電子健康記録を通じて、ユーザーは、自

分の個人健康情報を検索することができる。ただし、このよう

な検索とともに、情報漏洩のリスクも出てきたと指摘した。

3─終わりに

今回のITrust北京大会の報告は、レコードマネジメントの

信頼性、クラウドサービス、政府ソーシャルメディア等をめ

ぐって展開されていたということが印象に残った。ソーシャル

メディアが多様化している現代社会において、クラウドスト

レージの運用につれ、数多くのデータが生成しているので、

アーカイブズ学関係の仕事に携わっている者にとって、公的

1─発表のスケジュールが変更したため、実際のスケジュールに沿って報

告した。
2─正式名称は「中華人民共和国第十三次五ヶ年計画」である。
3─「帰档」とは、現用段階を終えた文書に保存価値がある場合に、文書
を作成した機構がそれらを系統的に整理し、定期的に档案室または档案館

に移管し保存させるというものである。
4─ 「会計档案を移管する際、会計管理部門は会計档案移管の台帳を編
制すべきであり、国家档案管理の関連規定に従って移管手続きを処理する。

紙の会計档案を移管する際、最初の包装を維持すべきである。電子会計档

案を移管する際、電子会計档案とメタデータを一緒に移管すべきであり、さ

らに、ファイルフォーマットが国家档案管理の関連規定に合致すべきである。

特殊なファイル形式の電子会計档案を移管する際、読み取りハードウェアと

一緒に移管すべきである。各組織の档案管理部門は、電子会計档案を受

領する際、電子会計档案の正確性、完全性、可用性、安全性をチェックし

て、標準に合致すれば、受領できる。」
2016年6月2日、日本語訳、李華瑩。なお底本は「中華人民共和国会計档
案管理弁法（2015年12月11日国家財政部部務会議、国家档案局局務会議痛

通過、2016年1月1日施行）」。
5─当該レポート中の「企業」は「中国の国有企業」である。
6─ 2013年12月現在。
7─ IaaS、PaaS、SaaSとは、クラウドの三つの利用形態（Infrastructure 

as a Service, Platform as a Service, Software as a Service）のことである。
8─ 14社の会社は：Google, Amazon, Rackspace, Profit Bricks, 
Telus, Storagepipe, Titanfile, Pathway Communications, Open Text 
Corporation, CityNetwork, CloudSigma, GreenQIand, T-System.
9─侯一平「呼吁尽快出台個人信息保護法」中国人大第19期48頁
（2016年）、楊震「加快個人信息保護法立法、促進信息社会健康発展」

中国人大第19期16 -19頁（2017年）、呉暁霊、周学東「建議尽快制定

個人信息保護法」http://topics.caixin.com/2017 -03 -16 /101066803 .
html2017 .11 .19アクセス、孫憲忠「関於尽快制定我国個人信息保護法
的建議」『中国法律評論』2017年10月16日等を参照。

記録としてのデータをどのように管理し、データの信頼性をど

のように確保し、関連法律条例をどのように制定しているの

か等の問題は、更に研究しなければならない課題となってき

ているものと思われる。

　なお、近年、中国において、個人情報漏洩の事件の発生

はあとを絶たない。個人情報の重要性への認識を踏まえ、

その保護を徹底するために、多くの学者は、個人情報保護

法を制定するように呼び掛けている［9］。大会の報告から見

ると、今、中国の档案学者は、プライバシーや個人情報等を

研究する際、多くの場合に、欧米（特に米・カナダ）の関連法律

を検索し、比較研究している。ところが、中国の法制度は大

陸法系に属するため、米・カナダの英米法とは大きく異なる。

それらの課題を研究する際に、英米法に属するアメリカやカ

ナダ等の法的制度だけでなく、中国と法体系がよく似ている

日本の個人情報保護法関連五法等の法律を参照し、検討

する必要があると考える。これは筆者の今後の課題でもある。
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那須聡子｜Satoko Nasu［報告｜report］

2 IAMLリーガ大会2017に参加して
A participation Report about the 2017 IAML Congress, Riga

1─はじめに

執筆者は「国際音楽資料情報協議会 International 

Association of Music Libraries, Archives and 

Documentation Centres（以下「IAML」と記す）」の2016年

国際大会において、作曲家や演奏家、伝統音楽に関するオ

リジナル資料を対象とした研究発表を聴講し、音楽の分野

に「アーカイブズ Archives」とアーカイブズの下位概念として

の「フォンド Fonds」があることを知った。海外では、その国

や地域に由来する音楽家の資料や古くからその土地に伝

わる音楽資料を国立図書館等が中心となって収集し、それ

らの利用を目指した整理と目録編集作業が積極的に行わ

れている。執筆者はこのような海外の事例に関心を持ったこ

とから、当専攻内で日本人作曲家の資料の収集と整理、編

成・記述、利用の問題について独自に調査を行っている。

　IAMLとは、楽譜や音楽に関連する文献、視聴覚資料、

図像といった音楽分野の資料全般を対象とし、その情報の

収集、整理、保管、利用等に関する問題を取扱い、国内外

の図書館や研究機関同士がこれらの問題を共有すること

で、協力し合いながら業務を遂行できるようにすることを目的

として、1951年にパリで設立された国際機関である。設立

当時の名称は「International Association of Music 

Libraries（国際音楽図書館協議会）」であったが、1980年に

「アーカイブズと音楽記録管理センター Archives and 

Music Documentation Centres」がIAMLの活動の対

象として含まれたことに伴い、現在の名称となった。IAMLの

内部構造は表１（98頁）に示すように、「部局 Section」「委

員会 Committee」「プロジェクト Project」と、大きく3つに

分類できる。この中でアーカイブズに関する事項は、IAML

管轄下の「機関部局」に含まれる「アーカイブズ、音楽文

書記録センター Archives and Music Documentation 

Centres（以下「アーカイブズ部局」と記す）」と「国際音楽学会 

International Musicological Society（以下「IMS」と記す）」

との共同運営による「R プロジェクト R-Project［1］」のうち

の一つ、「国際音楽資料目録 Repertoire International 

des Sources Musicales（以下「RISM」と記す）」によって検討

されている。アーカイブズ部局では音楽に関するオリジナル

資料の整理やデジタル化などの活動について、RISMでは

オリジナル資料を含めた音楽資料全般の検索システムに

関する課題について取り扱っている。

　IAMLの活動内容には、情報交換とコミュニティを構築

することを主な目的とした国際大会の開催も含まれているた
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め、数日間の大会が年に一度開催される。この年次大会

では、IAMLに加盟する各機関や研究者らが独自に行っ

てきた音楽資料を研究対象とした取組みの情報提供と最

新動向の共有を目指した研究発表や IAML内組織によ

る活動報告や今後の活動方針を決定するための会議等

が行われる。大会開催地は毎年変更になることから、その

年の大会では開催国／地や近隣諸国の音楽資料に焦点

を当てた発表がとりわけ多く認められる。それぞれの発表

は、対象の音楽と資料に他者の関心を意識的に向けさせ

ることで、その対象や取組みをより意義のあるものにする役

割があると言えるが、資料と合わせて開催地の音楽や多様

な文化に触れることができるのもIAML年次大会の特色

の一つである。

　今年の年次大会はバルト三国の一つであるラトヴィア共

和国Latvijas Republikaの首都リーガRīgaで行われた。

本大会の日程は以下の通りである。

期間：2017年6月18日（日）─ 22日（木）

場所： ラトヴィア国立図書館
 Latvijas Nacionālā Bibliotēka［写真1］

  （Mūkusalas iela 3 , Rīga, LV-1423 , Latvjia）

時間：9:00 –17:30 ＊目安

2─大会概要

本大会のプログラムや研究発表に関する要旨、部局やプ

ロジェクトの会議資料、開催報告の一部はIAML公式

ホームページ［2］で確認することができる。当該ホームページ

に掲載されている大会プログラムと執筆者のセッションへ

の参加状況とを合わせ、セクションの担当部門ごとにプログ

ラムの概要を表2（99頁）の通りまとめた。

　今年の大会期間は参加会員の日程確保を考慮し、例

年に比べて1日短い5日間が設けられていた。セッションの

件数は昨年に比べると1日あたりは多かったが、総数として

は少なかった。本大会では約60のセッションのうち、研究

発表と活動報告が85件、ポスター発表が5件行われた。

　IAMLの大会では研究発表や会議以外にも演奏会や

視察会、懇親会といった催し物が多数企画される。これらは

開催地域の文化的側面に触れることや参加者同士の交流

を深めることを目的としており、本大会においてもラトヴィアの

民族楽器の演奏［写真2］や現代作曲家の作品を中心とした

写真2─ラトヴィアの民族楽器を演奏する女性

写真3─当該図書館音楽部門閉架書庫内

写真1─ラトヴィア国立図書館
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ラトヴィア国立合唱団による演奏会、リーガ市内の文化施

設を見学する視察会、会場であるラトヴィア国立図書館の

バックヤード・ツアー［写真3］が用意されていた。

3─発表概要

以下の項目は執筆者自身の関心に従い参加をしたセッ

ションの内容に基づき、記述していくこととする。

3 -1：音楽アーカイブズへのアクセスに関するプロジェクト・グ

ループ

「Working Group on Access to Music Archives 音

楽アーカイブズへのアクセスに関するプロジェクト・グループ
（以下「AMA」と記す）」はアーカイブズ部局のもとに置かれたプ

ロジェクト・グループであり、音楽アーカイブズへの認識向上

と資料へのアクセス方法を主な検討事項として活動を行っ

ている。その活動は3年ごとに見直され、今年は丁度その節

目に当たっていたことからも、プロジェクト・グループとしての今

後の活動の方針を検討するための重要なセッションとみな

されていた。

　AMAのセッションは3日目（6/20）と4日目（6/22）に設けら

れ、AMAとRISMとの共同でアーカイブズ資料へのアクセ

ス方法やアーカイブズ資料の記述の標準化、プロジェクト・

グループの今後の方針等について話合いが行われた。

　まず、アーカイブズ資料へのアクセス方法については、既

存のアーカイブズ情報を活かしながら後述のRISMが運

用する新システム「Muscat」に集約し、このシステムから

各資料や資料所蔵機関にアクセスできるという試みの説

明があった。次に、今後は資料記述内容の統一を図るた

めに、「国際アーカイブズ評議会 International Council 

on Archives（以下「ICA」と記す）」が提唱する資料と資

料所蔵機関に関する記述方式を採用する旨が確認された。

この標準には、資料記述は「国際標準記録史料記述

一 般 原 則 General International Standard Archival 

Description（以下「ISAD(G)」と記す）」を、資料を保有する

施設や団体に関する情報記述は「アーカイブズ所蔵機関

の記述に関する国際標準 International Standard for 

Describing Institutions with Archival Holdings（以下

「ISDIAH」と記す）」を使用することとされた。特にISDIAHへ

の記述は、RISMが作成した『音楽図書館目録（シリーズC）』

を参考としながらもその内容を発展すること、ISAD(G)の各

項目の記述に際してはフォンド情報を充実させることを目指

すとのことであった。しかしながら、ISDIAHの領域は目録情

報記述標準「MARC21」の内容と類似している項目もあるこ

とから、標準の適用に関する問題は継続して検討を行うよう

である。

　なお、AMAは来年よりアーカイブズに関わる諸問題を

総合的に検討することを活動目的とするために、現在のプロ

ジェクト・グループを解散し、新たにスタディ・グループとなるこ

とが決定された。

3-2：RISM

RISMは、当初 IMSの内部組織として音楽資料目録を作

成する目的で1949年に設立されたが、IAMLが1951年

に創設されたことに伴い、IMSとIAMLの共同プロジェクト

としての活動を開始した。現在RISMは手稿譜、印刷楽

譜、音楽理論に関する著作物、台本の情報を収集対象と

し、オンライン・データベースで提供している［3］。

　RISMが作成した資料分類項目は、資料の形態や音楽

のジャンルなどの要件から「音楽資料目録  Inventories 

of musical sources（シリーズA）」、「主題別資料目録  

Bibliographies of materials organized by topic
（シリーズB）」、「音楽図書館目録  Directory of Music 

Research Libraries（シリーズC）」の3つのシリーズが設定

されており、さらにこれらのシリーズ内には、年代や地域など

の項目が設けられている。この中でアーカイブズ資料が関

連しているのは、図書館や博物館、アーカイブズ施設、教

会、学校、個人に収蔵されている音楽資料を対象とした「シ

リーズA/Ⅱ：1600年以降の手稿譜 Music Manuscripts 

after 1600」である。

　今回のIAMLの大会では、3日目（6 /20）と5日目（6 /22）

にRISMが担当する合計4つのセッションが設けられてお

り、非公開で行われたセッション1件を除き、その他のセッ

ションではRISMの今後の方針やシステムに関する発表

や新システムに関連したワークショップ、個人研究発表など

が行われた。執筆者が参加した5日目のセッション（6 /22 -

Ⅰ）では、RISM本部の担当者により自筆譜や筆写譜など

のオリジナル楽譜の典拠情報へアクセスするための新シ

ステム「Muscat」が紹介された［4］。Muscatとは、RISM

が2008年に取入れた資料情報入力ソフト「カリスト 

Kallisto［5］」に代わるオンライン版の楽譜データベースのこ

とで、2016年11月に発表された。Muscatは、RISMのス
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イス支部とイギリス支部との共同開発を土台とし、RISM本

部とスイス支部とが共同で展開したウェブ上のデータシス

テムである。楽譜の画像とともにその典拠情報を多言語で

記述し、表示することが可能なウェブベースのプラットフォー

ム独立型オープンソースということが主な特徴とされている。

現在44か国の参加によって、100万件以上の手稿譜と出

版譜が登録されており、今後も登録件数を増やすために

取組みを続けるとのことだ。

3-3：個人研究発表

オリジナル資料の多くは、欧米において当該国内の国立・

王立図書館、大学などの教育機関に附属する図書館、出

版社などに収蔵されている。本大会の研究発表においても

このような資料を収蔵している当該機関の職員や個人研

究者らによって、現在進行中のプロジェクトの活動報告や

それに関連する資料を対象とした研究発表が行われた。

　アーカイブズ部局やRISMが担当するセッション内以外

にもオリジナル資料を扱った発表が行われたが、執筆者は、

イタリアの出版社「リコルディRicordi」内で保管している

ジュリオ・リコルディ資料、ラトヴィア国内の資料収蔵施設に

所蔵されている手稿譜、ベルギー王立図書館収蔵の音響

アーカイブズ（以上6/19 -Ⅱ）、国営ラジオ‐テレビ局アーカイ

ブズ所有のギリシア作曲家資料（6/21 -Ⅰ）、ロシア国立アー

カイブズ所蔵の音楽コレクション、ロシア国立図書館所有

ポーランド音楽コレクション、モスクワ音楽院図書館にある

19世紀から20世紀初頭に関するポーランド音楽資料、グリ

ンカ国立博物館音楽文化協会所蔵のポーランド人芸術家

らの資料（以上6/22 -Ⅲ）などについての発表を聴講した。

　これらの発表では、電子媒体による資料の閲覧やそれを

利用できる環境づくりへの試みに関する課題がとりわけ多く

見受けられた。この場合、それぞれの機関に収められている

資料の量が膨大であるために全体像を把握することやデジ

タル化の運営方法に困難が伴うとのことだ。さらに、ポーラ

ンド音楽家の資料がロシアの国立機関に収蔵されている

場合のように、資料が各国に分散されて保存されている場

合には、音楽史の上では取り上げられない音楽家たちの関

連資料に焦点を当てることで、埋もれてしまった歴史的事実

を再発見することだけではなく、国同士の音楽的影響関係

をも証明する手掛かりとなりうる可能性を指摘する報告もみ

られた。

　また、ギリシア人作曲家に関する資料を対象とした発表

では、20世紀に活躍した作曲家が対象であるために生じ

る、作曲家の作品を提供することとその著作権を保証する

問題について取りあげていた。この点において、執筆者の調

査対象も20世紀に欧米でも活躍した日本人作曲家である

ために、今後は作曲家の権利を保護しながらも彼（ら）の活

躍を活かすことのできるような仕組みを検討する必要がある

と認識した。

4─参加を終えて

今回のIAMLリーガ国際大会で知り得た情報について、

以下の3点から感想を述べたい。

4 -1：音楽アーカイブズ・プロジェクトへの取組み

音楽アーカイブズ部局は、1993年に設立されたIAML内

でも比較的新しい組織である。当該部局の設立に携わった

スウェーデン国立音楽図書館Statens musikbibliotek

のアーキビスト、エンキスト Inger Enquist氏による論文か

らは、オリジナル資料を扱っていたRISMの本来の領域に

は、所蔵機関情報と所蔵資料情報の提供に限りがあったこ

と、アーカイブズ資料の問題に関してより活発な取組み行う

必要が生じていたことなど、アーカイブズ部局を設立した当

時の問題意識を読み取ることができる［6］。

　アーカイブズ部局はアーカイブズ資料の特性を活かせる

ようなシステムと環境づくりに関して、RISMが既に確立し

たツールを採用しながらも、活動内容の充実を図るために

システムの展開を模索している状況を伺うことができた。一

方、RISMの取組みについてもまた、既存のシステムを継続

して使用するだけではなく、資料をより収集し易く、また利用

に供し易くするために検討を重ねていることが理解できた。

4 -2：アーカイブズ記述のための国際標準の使用

これまで音楽アーカイブズ資料の記述方式には、その地域

の図書館で採用されていた主題による書誌記述方式が取

り入れられてきた。この記述方式は、アーカイブズの特性を

強調し、アクセスを容易にするためには不可能ではないが、

十分でもない、とエンキスト氏は述べている［7］。このようなこ

とから、アーカイブズ部局が設置された当時から記述の標

準化について話し合われていたようだが、今回のセッション

では既存の情報はそのまま活用しながらも、今後は国際標

準を採用するという方針が説明されたことで、この問題は進
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展したと言えるだろう。一方で、ISAD(G)の各項目にどのよ

うに音楽資料の情報を適用させていくのか、ISDIAHを用

いることでRISMシリーズCの機関情報記述がどのように

発展していくのか、今後の取組みを注視していきたい。

4 -3：日本人作曲家資料

セッション以外で得た情報であるが、本大会でご一緒させ

て頂いた荒川恒子先生よりRISM本部の職員が日本人

作曲家の資料情報とその問題に取組む若手の人材を探

している旨を伝え聞いた。日本においてもRISM日本支部

の設立を目指す取組みが行われたが設立には至らなかっ

た。RISMへの資料情報が個人でも登録可能となったこと

から、音楽大学附属図書館元職員が国立音楽大学附属

図書館に所蔵されている貴重資料の情報を個人の活動と

して提供したが、担当者の退職によりRISMの活動に反映

できるような取組みが途絶えてしまった。このような先生のお

話から、RISMの事業の一部分を日本の組織が担うことの

義務感よりも、海外において日本人作曲家の作品や日本の

音楽動向への関心の高りに貢献するために、日本人の音

楽資料情報の提供が望まれていることを実感した。この事

情を踏まえ、今後は海外向けて発信できるよう調査すること

も、執筆者の個人的な研究課題としたい。

今回、IAML大会参加の目的の一つであったIAML内の

音楽アーカイブズ活動の現状を直接知ったことにより、アー

カイブズ資料はその特徴から独自の分野として確立すること

が試みられていること、音楽を対象としたアーカイブズ記述に

もICAの国際標準適用の可能性があることが明らかとなっ

た。また、IAMLはその調査対象ごとに組織を細分化し、そ

れぞれの組織を専門分野として位置づけ、必要に応じて共

同プロジェクトを設置している。これらの取り組みは入念に

検討されたうえで決定され、新たな方針として公表されてい

るが、一度決定された内容であっても、日々検討され、定期

的に更新されているという状況を踏まえると、IAMLが情報

とそれに伴う諸問題に関して意識が高いことを実感する。

執筆者自身の研究視野を広げるためにも、今後も引き続き

IAMLの動向を注視していきたいと考えている。

1─Rプロジェクトには、音楽に関する資料情報を対象とする「国際音楽資
料目録 Répertoire international des sources musicales（通称「RISM」）」、

音楽を取りあげた学術的文献情報を対象とする「国際音楽文献目録 
Répertoire international de littérature musicales（ 通 称「RILM」）」、

音楽に関する図像情報を対象とする「国際音楽図像目録Répertoire 
international d’iconographie musicale（通称「RId’IM」）」、音楽雑誌情報

を対象とする「国際音楽雑誌目録 Répertoire international de la presse 
musicale（通称「RIPM」）」といった4つの委員会が設けられている。これら委
員会の支部は各国に置かれているが、日本では「音楽文献目録委員会」とい

う名称のもとRILMの支部が置かれているのみである。
2─ IAMLホームページ  http://www.iaml.info/　＊最終閲覧2017

年12月22日
3─RISMホームページ  http://www.rism.info/　＊最終閲覧2017

年12月22日
4─Muscatについて http://www.rism.info/en/community/muscat.
html  ＊最終閲覧2017年12月26日
5─樋口隆一「国際音楽資料目録（RISM）と資料情報入力ソフト「カリス

ト Kallisto」」『明治学院大学藝術学研究』（25）、2015、pp.1 -53頁。
6─Enquist, Inger, “Introduction: Archives and music libraries.” 
Fontes artis musicae. 43/3, 1996, pp. 231 -234 .
7─ ibid.
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表2─ IAMLリーガ大会  担当部門別セッション等一覧
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［報告｜report］

3 オーストラリア・アーキビスト協会2017年大会に参加して
A participation report about the 2017 conference of the Australian Society of Archivist

大木悠佑｜Yusuke Ohki

1─はじめに

オーストラリア・アーキビスト協会（Australian Society of Archivist、

以下ASA）の2017年大会が、ヴィクトリア州（Victoria）の州都メ

ルボルン（Melbourne）において、メルボルン大学（University 

of Melbourne）を会場として開催され、大会テーマ「多様な世

界」（Diverse World）に関連した3つの講演と13のセッション

が設けられた。大会テーマは、アーカイブズのコレクション、

専門性、そしてアーカイブズに関わる人 の々多様性と、社会の

多様性を代表する一つである先住民コミュニティに情報技

術がもたらした衝撃とその可能性を探求することを意図してい

る［1］。こうした情報技術を活用した先住民コミュニティの問

題を扱う団体 Information Technologies Indigenous 

Communities（以下 ITIC）と共同でシンポジウムを開催して

いることも今大会の一つの特色であろう。大会はASAのセッ

ションを9月26・27日に、ITICのセッションを27・28日に開

催している。本稿では筆者が参加したASAのプログラムの

みを報告している。プログラムは表のとおりであり、筆者は表

中★のセッションに参加している。紙幅の関係もあり、ここで

は3つの講演とアーキビスト教育と実務の課題を扱った2つ

の報告を紹介したい。なお筆者は昨年に引き続き参加して

いる。昨年報告は『GCAS Report 学習院大学大学院人

文科学研究科アーカイブズ学専攻研究年報』Vol.6を参

照願いたい［2］。

100GCAS Report  Vol.7 2018 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻



表─大会プログラム

開会基調講演│Opening Keynote  ★

Verne Harris: Passion for Archives

セッション 1A – パフォーマンスするアーカイブズ

Kirsten Wright：Exposition, counterpoint and 
recapitulation

Louise Curham：When the record performs

Stephanie Ferrara and Kelly McDonald：
Exploring archives through contemporary 
performance

Catherine Schieve：Australian explorations in 
wholistic music education

セッション 2A – 隠された歴史を解放する

Graham Willett & Kathy Sport：Town and gown: 
LGBTIQ histories in the University of Melbourne 
archives

Nikki Henningham and Helen Morgan：Putting 
the HER back in history

Jean Taylor：Victorian women’s liberation and 
feminist archives

セッション 3A – パネル：
聴覚障碍／障碍者にとってのアーカイブズ

In Our Own Voice: Deaf/Disability Archives, 
Communication and Community

セッション 1B – コレクションと収集

Judith Paterson, Rachel Cullen and Paivi Lin：
Linking the obscure

Suzanne Fairbanks：The collective archive at the 
University of Melbourne Archives

Jane Dyer：Old collegians, students staff and 
beyond

セッション 2B – ポスターセッション

● Dead & Buried Podcast
● University of Melbourne Archives’ digitisation
 workflow
● Presenting archival material with Omeka
● 3D modelling of archived architectural plans
● A tool for appraisal.... and more
● The Art of Archiving
 Seeing the wood as well as the trees
● Opening up the Archival business system
● A Picture is worth a Thousand Discussions

セッション 3B – 人、場所、空間  ★

Jessie Lymn：Advocates and ambassadors: 
Collecting LGBTIQ history in a regional context

Susan Long & Matthew Davis：The Archival 
Reflex

Wenhong Zhou and Tianjiao Qi: Family 
archiving in China: A case study of collaborative 
archival program for social diversity

セッション 1C – パネル：GLAM［※1］の先へ  ★

Panel Speakers：
Frank Upward
Kate Cumming
Kylie Percival
Barbara Reed

セッション 2C – パネル：アーキビストの怒り  ★

Panel Speakers：
Lydia Loriente
Susannah Tindall
Judith Ellis
Cath Nicholls
Moderator：Joanne Evans

セッション 3C – パネル：
ジャーメイン・グリアのアーカイブズ

Panel Speakers：
Rachel Buchanan
Kate Hodgetts
Sarah Brown
Lachlan Glanville

1日目  9月26日

ロリス・ウィリアムス記念講演│LORIS WILLIAMS Memorial Lecture  ★

Evaluating the Impact of Indigenous Collections: Going Way Beyond Metrics：
Panel speakers：Mark Crookston, Dr Shannon Faulkhead, Associate Professor Gillian Oliver, Dr Ricardo Punzalan, Kirsten Thorpe

セッション 4A – アーカイブズ教育とアーキビスト教育  ★

Gionni Di Gravio, Ann Hardy, David Tredinnick, and Katie Wood： Engaging 
tertiary students with University archival collections

Leisa Gibbons：Engaging expert knowledge outside academia: Service-
learning for archival education

セッション 5A – アーカイブズの力とエージェンシー  ★

Mike Jones：Metadata and power: Toward relational agency in archival 
description

Elizabeth Shaffer：The Indian Residential School History and Dialogue 
Centre. Problematizing Colonial Knowledge Systems

Matthew Gordon-Clark：The Archivist's role in a climate-changed or post-
displacement future

セッション 4B – 分離、喪失、トラウマへの対応

Jacqueline Wilson：Redress, Records and Recrimination

Michaela Hart & Nicola Laurent： Emotional Labour and Archival Practice

セッション 5B – WEBとモバイルの評価

Panel Evaluators：
Sarah Pan
Jamie Kelly
Fran Edmonds
Presenters：
Kirsten Wright & Nicola Laurent：Find and Connect web resource
Beata Dawson and Pauline Joseph：Storytelling from archival records using 
interactive digital media technologies
Dr Ruth Singer：Mawng Ngaralk Website
Cathy Bow：The Living Archive of Aboriginal Languages

2日目  9月27日

閉会基調講演│Closing Keynote

Jarrett Drake：In Search of an Archive of the Oppressed

※　ITIC セッションは省略した。

※1  GLAM＝ギャラリーGallary、図書館Library、アーカイブズArchives、博物館Museum
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2─講演について

開会講演では、「Passion for Archives」をテーマとして

南アフリカ共和国（以下、南ア）のアーキビストであるVerne 

Harrisが講演を行った［写真1］。Harrisは、南アでの人種

差別政策アパルトヘイトの記録の整理の経験を踏まえて、大

会テーマである多様性のためには、証拠（evidence）であるアー

カイブズ資料（Archives）をもとにした対話（dialogue）が重要で

あり、同時に他者（others）に対する寛容（hospitality）、スペー

ス（space）といった対話を行う許容性を認めることが必要であ

ると述べる。また、アパルトヘイトに関する記録の残り方の問

題（行政側が作成した記録が残り、差別を受けた人 の々記録が残され

ていないこと）から、欧米のアーカイブズ学理論が適用できない

ことを認識し、南アのアーカイブズの脱植民地化（decolonize 

archives）の必要性を述べる。Harrisはアーカイブズが関わ

る現代の問題にも言及する。アパルトヘイト時代の土地の

収奪に関する問題は現在にも影響を与えている。土地の返

還要求にアーカイブズ資料が活用されていることに言及し、

アーカイブズ資料に立脚しながら（rely on archives）、社会的

正義のために戦う（fighting for social justice）と述べる。その中

でアーカイブズ（アーキビスト）の役割として、社会的正義を支

援する（Archival work support social justice）ことを挙げる。

　2日目午前中の「Evaluating the Impact of Indigenous 

Collections: Going Way Beyond Metrics」では、先住

民に関するコレクションの公開、特にデジタル技術を活用し

た公開がもたらしたインパクトについて複数のパネリストから

報告があった。先住民の記録をデジタル技術によって公開

することは、これまで注目されていなかった記録に焦点が当

たることとなり、社会の多様性を考える資料が提供されること

を意味するといった好意的な意見がだされる一方で、デジ

タル技術によって公開することは、センシティブな情報やプラ

イバシーを、コミュニティが醸成してきた文化や社会慣習を

無視して公開されかねない危険性があることも指摘されてい

た。報告では、コレクションを形成してきたコミュニティと対話

を重ね、そのバランスをとることが大事であることが強調され

ていた。

　閉会講演として、Jarrett Drakeによる「In Search of an 

Archive of the Oppressed」が催された。Drakeは現在

ハーバード大学の社会人類学の博士課程に在籍し、同時

にクリーブランド（アメリカ合衆国オハイオ州）で警察による暴

力を受けた人 の々アーカイブズ［3］の顧問アーキビストであ

る。アメリカには黒人に対する差別の意識も根強く、黒人

であるだけで警察から不当に暴力を受けた人々がいるとい

う現状の中、Drake自身も黒人であるからこそ、その現状を

認識し、アーキビストになったという話から講演が始まった。

Drakeの講演は、警察権力が時に秘密的で恣意的な運

用につながることを危惧し、警察による暴力の記録をアーカ

イブズとして保存し、公開することが、警察権力の暴走を監

視し、黒人たちへの言われなき差別を食い止める役割につ

ながると指摘する。

3─報告セッションについて

新米アーキビストが業務の中で感じた違和感を模した小

劇から始まったセッション2C「パネル：アーキビストの怒り」

は、大学院課程を経て実務の場に出ていった新米アーキ

ビストの悩みやサポート体制に関するシンポジウムである。

セッションでは現場で話される（求められる）実務と理論的な

言葉とのギャップに苦悩するアーキビストの悩みを題材とし

て、会場も交えた形でディスカッションが進められた。ディ

スカッションでは、レコードキーパーやアーキビストの業務と

は何なのか、言い換えれば何をするのがアーキビストなの

かといった問いがだされる。また現在の情報環境の中では

一人専門職として働くアーキビストには、自身の専門にこだ

写真1─Verne Harris氏の講演の様子
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わるのではなく、複数の専門にまたがって業務をすることが

求められるといった意見も出された。報告の中では、こうした

新米アーキビスト達を支える仕組みとして、モナシュ大学の

Records Continuum Research Group(RCRG)が運営

するホットライン「RCRG hot line」の紹介と、ASAが専門

職の職務能力の基準として「専門的能力マトリックス」（ASA 

Professional Capabilities Matrix）［4］を作成し、同時に新人アー

キビストのスキルアップを実施していることが紹介された。

　セッション4A「アーカイブズ教育とアーキビスト教育」の
Leisa Gibbonsによる報告「Engaging expert knowledge 

outside academia: Service-learning for archival 

education」では、オーストラリアとアメリカの大学院で教育

を受けた報告者の経験から、オーストラリアのアーキビスト

教育の課題を指摘する。報告では大学院アーキビスト教

育プログラムの基準となっている「専門的能力マトリックス」
［5］とアメリカ・アーキビスト協会（Society of American Archivist、

SAA）の「アーカイブズ学における大学院教育プログラムの

ガイドライン」（Guidelines for a Graduate Program in Archival 

Studies（以下GPAS））［6］を比較しつつ、GPASが現在のIT技

術の進展に対応した形で整備され、アメリカにおける社会

の問題の一つである白人中心主義についても、アーカイブズ

教育の中に意識されていると挙げる。報告者はITの活用と

現代社会の問題をアーキビスト教育に組み込んでいるアメ

リカの取組みが参考になると指摘する。質疑応答の時間で

は、モナシュ大学の教育プログラムを引合いに出しながら、

現在のオーストラリアのアーキビスト教育は、オーストラリアの

国や社会のコンテクストを背景に成立しているといった意見

が出されていた。

4─大会運営について

ASAプログラムの運営についても言及したい。ASA大会は
2日間に、3つの講演と3会場に分かれての13のセッション

が設けられるなど充実したプログラムが組まれている。そして

セッションの数だけでなく、プログラム全体にわたって刺激

的な報告が行われ、報告毎に設けられた15分程度の質疑

応答の時間には様 な々意見が出されていたことが印象的で

あった。報告後には、各セッション間にあるティータイムで、

報告者と質問者が引き続き意見を交わす姿も多く見られる

など、議論が展開され、白熱していた。

　プログラムの関係上執筆者は参加できなかったが、セッ

ション3A「聴覚障碍／障碍者にとってのアーカイブズ」で

は、耳が聞こえない人々のアーカイブズ資料ではなく、耳が

聞こえない人々がアーカイブズ機関を利用する際の問題が

報告されるなど、アーカイブズ機関が直面する問題を、多

種多様な面から捉えようとしたことが感じられるプログラムで

あった。

5─おわりに

大会テーマである多様性は、日本でも近年広く聞かれる言

葉となってきている。例えば、性の多様性、マイノリティの存在

などは現代社会が直面する問題の一つである。こうした現

代社会の問題に対して、アーカイブズを通して社会に貢献し

ていくことは、私たちアーキビストにしかできないことである。本

大会では様 な々セッションを設け、様 な々視点から、この問

題に対してアーカイブズがどう対応していくのか、非常に示唆

に富む報告が多かった。本稿で紹介したVerne Harrisや
Jarrett Drakeの報告には、アーカイブズ資料を通して、社会

の多様性を支えるアーカイブズの役割が端的に示されてい

る。同時に現代社会の多様性を反映するように、アーカイブ

ズ資料を収集し、保存していく役割がアーキビストに課せら

れているだろう。紙幅の関係上、全てを紹介することはできな

かったが、動画配信サイトを通じて、報告の様子が配信され

ているので、こちらを参照していただきたい［7］。

　さて、2018年度のASAの大会は西オーストラリア州（West 

Australia）のパース（Perth）で「Archives in a blade runner 

age—Identity & Memory, Evidence & Accountability」

を大会テーマとして開催されると発表があった。大会実行委

員会からは、SNSやインターネットを通じて大量に情報が発

信され、別の事実（alternative fact）が飛び交う現代社会の

中で、アーカイブズが重要視してきた記録がもたらす概念（ア

イデンティティ、メモリー、エビデンス、アカウンタビリティ）を改めて問い

直そうという意図が説明された。現代社会の問題に敏感に

反応し、アーカイブズを常に問い続けるASAの動向は参考と

なる、改めてそうした感想を抱いた有意義な大会であった。
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1─Australian Society of Archivists, ASA 2017 Information. 
https://www.archivists.org.au/learning-publications/asa-2017 -
conference/asa-information. （20171221accessed、以下同）
2─阿久津美紀・大木悠佑.「オーストラリア・アーキビスト協会2016年大
会に参加して」 『GCAS Report 学習院大学大学院人文科学研究科アー
カイブズ学専攻研究年報』Vol.6, 2017, pp. 116 -120.
3─ People’s Archive of Police Violence in Cleveland, http://www.
archivingpoliceviolence.org/
4─Australian Society of Archivists, Professional Capabilities, 
https:/ /www.archivists .org.au/membership -information/
professional-recognition/professional-capabilities
5─前掲注4。
6─ Society of American Archivist, Guidelines for a Graduate 
Program in Archival Studies (2016), https://www2.archivists.org/
prof-education/graduate/gpas
7─ Aus-Archivists-TV YouTube Channel. https://www.youtube.
com/c/ArchivistsOrgAustralia
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行事［2016 -2017年度］ 2016年度 

1月10日 修士論文提出締切日

2月14日 修士論文口述試験

2月17・18日 大学院入学試験（春期）

2月25日 授業研究会・アーカイブズ機関実習検討会
2月28日  『GCAS Report：学習院大学大学院人文科学研究科
 アーカイブズ学専攻研究年報』Vol.6刊行
3月20日 修了式

3月25日 安藤正人教授退職講演会・教職員歓送会
 

2017年度 

4月3日 入学式および入学者ガイダンス

4月8日 新入生懇親茶話会

4月15日 非常勤講師打合会および歓迎会

5月20日 博士論文最終報告会①（報告者：2名）

6月10日 修士論文中間報告会（報告者：4名）

7月15日・16日 国内研修旅行（福岡県）
7月22日 公開講演会「世界記録遺産プログラムとベトナムの取り組み」
 （講演者：ヴー・ティ・ミン・フオン先生、通訳：宮沢千尋氏）

7月30日 入試説明会

9月9日 NHKアーカイブス見学（アーカイブズ・マネジメント論研究Ⅲ）
9月16日、17日 大学院入学試験（秋期）

9月27日 国立公文書館アーカイブズ研修 III 受入
 （公文書館専門職員養成課程受講生来訪）

10月28日 入試説明会・講演会「日本のアーカイブズ、その過去、現在、未来」
 （講演者：松岡資明氏）

11月3─6日 海外研修旅行（ベトナム・ハノイ）

11月18日 修士論文最終報告会（報告者：4名）

12月2日 博士論文中間報告会（報告者：1名）・同最終報告会②（報告者：2名）

2016年度修了式［3月20日］

専攻教職員歓送会［3月25日］

2017年度入学式［4月3日］

修士論文中間報告会［6月10日］

ヴー・ティ・ミン・フオン氏講演会［7月22日］

入試説明会［7月30日］
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彙報｜｜行事［2016 -2017年度］│アーカイブズ研修旅行［国内］

アーカイブズ学専攻では毎年、国
内外のアーカイブズ機関を訪問す

る研修旅行を実施している。国内
研修旅行（1泊2日）は、教職員・学生
が原則として全員参加し、都道府県
のアーカイブズ機関を中心に見学

するとともに、専攻内の交流を深め
る場としても位置付けている。海外
研修旅行（3泊4日）は、アジア諸国
のアーカイブズ機関の見学と、アーキ
ビスト教育課程をもつ大学との研

究交流を目的として、主として各課
程1年生を中心に実施している。

アーカイブズ研修旅行 国内研修旅行（福岡県福岡市、筑紫野市）

2017年度の国内研修旅行は、7月15日
（土）、16日（日）1泊2日の日程で、福岡県へ
赴いた。参加者は、学生17名、教職員7
名、の計24名であった。
─

7月15日
［午後］ 九州大学大学文書館
（〒812 -8581  福岡市東区箱崎6 -10 -1）

 福岡市総合図書館 文学・文書課
（〒814 -0001  福岡市早良区百道浜3 -7 -1）

7月16日
［午前］ 福岡共同公文書館
（〒818 -0041  筑紫野市上古賀1 -3 -1）

［午後］ 太宰府天満宮
 九州国立博物館

（〒818 -0118  太宰府市石坂4 -7 -2）

─

1日目は正午に福岡県に到着し、まず、九州
大学大学文書館を見学した。同館は、現在
11名のスタッフがおり、法人文書資料室、大
学史資料室、史料情報室の大きく3つの部
門に分けられている。特に、近年設置された
史料情報室では、貴重資料のデジタル化
や電子文書（事務文書）への対応、デジタル・
アーカイブの構築などの業務を進めていると

のことであった。また、バックヤード見学では、
現在、特定歴史公文書等として指定されて
いる、かつて大学内で使用されていた学部
や教室等の名盤・看板が収蔵されている様
子や、貴重な個人寄贈資料等をお見せい
ただいた。ご案内いただいた折田悦郎教授
（同館副館長）には、資料の受入れや温湿度
管理の状況などについての学生からの質問

にも現在の状況を率直に語っていただいた。

　次に、福岡市総合図書館を訪問した。同
館の文学・文書課では、福岡ゆかりの古文
書資料・郷土資料・文学資料の収集ととも
に、福岡市の歴史的公文書等を収集・整
理・保存し、閲覧に供している。バックヤード
見学では、歴史的公文書を配架した書庫と
古文書等を収蔵した貴重書庫等をお見せ

いただいた。ご案内いただいた担当の方か
らは、同市の総合図書館条例の下で、教育
委員会管轄で公文書館活動が行われてい

ることの強みと課題、図書資料と公文書等資
料とでのレファレンスの違いなどについて、お
話しいただいた。
　2日目は午前中に筑紫野市の福岡共同
公文書館を訪問した。同館副館長より、設
置の経緯や同市に立地された理由、福岡県
と県内市町村の共同設置である組織の仕

組み等について、詳細にご説明いただき、そ
の後、バックヤード見学を行った。運営予算
面や評価選別における課題など、今後の地
方自治体におけるアーカイブズ設置を考える

上でも貴重なお話を伺うことができた。また、
午後は太宰府市へ移動し、太宰府天満宮と
九州国立博物館を見学した。
　今回の研修旅行では、移転間近の大
学文書館の状況や「図書館」「公文書館」
「フィルムアーカイブ」の3つの機能をもつ
施設の特色、県と市町村が共同でアーカ
イブズ施設を設置・運営している館の取組
みなど、多様なアーカイブズ機関のあり方
を学ぶことができた。猛暑の中での研修で
あったが、各館の方から直に現状と課題を
お聞きできたことは、たいへん有益な機会と
なった。

左：九州大学大学文書館［7月15日］│右：福岡市総合図書館［7月15日］

九州大学大学文書館［7月15日］

福岡市総合図書館［7月15日］

福岡共同公文書館［7月16日］

太宰府天満宮［7月16日］
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海外研修旅行（ベトナム・ハノイ）

2017年度の海外研修旅行は、11月3日
（金）─11月6日（月）3泊4日の日程で、2013年
度に引き続きベトナムを訪問した。参加者は
学生17名、教職員7名の計24名であった。
─

11月3日
［午後］ ハノイ着
11月4日
［午前］ ベトナム国立大学ハノイ校との
 学生研究交流会

［午後］ ホーチミン博物館
 文廟

11月5日
［午前］ ベトナム国立歴史博物館
［午後］ ハノイ市内見学
11月6日
［午前］ 国立第一アーカイブズセンター
［午後］ 帰国
─

1日目午後にハノイに到着し、2日目にベト
ナム国立大学ハノイ校を訪問した。同大学
のアーカイブズ学・オフィスマネジメント学部
とは学術交流協定を結んでおり、その一環
で、同学部と本専攻の双方の学生による報
告をメインとする研究交流会を行った。当日
の報告は以下の通りである。

［ベトナム国立大学ハノイ校との研究交流会］
─  Takanori Sato(M2 ), “Case Study on 

the arrangement and description of 
biologist, Dr. Noboru ABE papers”

─  Kyoko Kawata(D1 ), “Case study on 
the arrangement and description 
of industrialist Kichibei MURAI 
records”

─  Nguyen Hong Duy(PhD Candidate), 
“Oral History and It’s Role in Viet 

Nam’s Archives”
─  Tran Phuong Hoa(PhD Student), 
“Marketing in National Archives of 

Vietnam”

一方は個別具体的な資料群についての実

践的な調査報告で、他方はアーカイブズの
社会的な課題や有用性を探ろうとする内容

の発表であったが、それぞれの報告に対して

日越の学生、教員から有益なコメントやアド
バイスが提供され、お互いを刺激し合う非常
に有益な機会となった。午後はホーチミン博
物館と文廟を見学した。孔子が祀られる文廟
は学業祈願で参拝する人も多く、我 が々訪れ

た時はちょうど、卒業を間近にひかえた学生
たちが民族衣装に身を包んで思い思いに参

拝したり記念写真を撮ったりしており、ハノイの
若者の初 し々い姿に、心改まるひと時となった。
　3日目午前はベトナム国立博物館を訪問
した。同館は先史時代から近代までのベト
ナムの歴史をたどるエリアと、フランス植民
地時代からの抵抗と独立の歴史をたどるエ

リアの2つからなり、通訳でご同行いただい
た大西和彦さんに詳しく解説していただきな

がら、ベトナムの多彩な宗教と文化、複雑な
歴史的経緯を感得することができた。また、
午後はホアンキエム湖周辺のベトナム国家

図書館、ホアロー収容所、ベトナム女性博
物館などを巡った。
　4日目は午前に国立第一アーカイブズセン
ターを訪問した。同センターは、フランス植民
地時代に設置されたハノイ中央公文書館を

前身とし、1945年以前に作成された書籍、文
書等を保管している。施設見学では、阮朝時
代の行政文書である珠本やフランス統治時

代の行政文書を閲覧し、その後展示室を見
学した。所蔵資料の大半を占める植民地期
の資料の分類整理のされ方や展示されてい

た図面の建築様式などから、随所にフランス
の影響が見て取れた。また、アーカイブズセン
ターでは近年、資料のデジタル化やアクセス
の促進に取り組んでおり、2011年の法改正
により、従来必要とされてきた大学や研究機
関の紹介状がなくとも、IDと研究テーマを示
せば利用できるよう、利用の簡素化が進めら
れているという。今後の取り組みが注目される。
　今回のベトナム研修では、歴史的に育ま
れてきた文化や現在の経済・社会に触れる
とともに、アーカイブズ諸機関が資料の保存・
管理を確かなものとしたうえで、過去を継承
するための新たな取組みや文化遺産政策

への寄与、利用促進に向けた活動など、日
本や世界の潮流とも呼応する課題に積極的

に取り組んでいることを改めて実感させる有

意義な機会となった。

アーカイブズ学・オフィスマネジメント学部との
研究交流会［11月4日］

アーカイブズ研修旅行

ホーチミン博物館［11月4日］

文廟［11月4日］

ベトナム国立歴史博物館［11月5日］

国立第一アーカイブズセンター［11月6日］

ベトナム国立大学ハノイ校［11月4日］
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氏名 分類 研究テーマ／研究成果

入澤寿美 研究テーマ アーカイブズと情報処理

下重直樹 研究テーマ 日本近現代の記録史料学、記録管理制度研究
 講演  「公文書管理法と国立大学法人─国立公文書館等の指定と課題」
  （国立大学文書館情報交換会、2017年9月20日、東京）

 講演  「戦前日本の公文書管理と専門職制─外務省における「記録官」制の模索」
  （学習院大学人文科学研究所談話会、2017年12月5日、東京）

 講義  「近代日本公文書管理史─公文書管理制度の形成と展開」
  （独立行政法人国立公文書館平成29年度「アーカイブズ研修Ⅲ」、2017年11月13日、東京）

 その他  「独立行政法人国立公文書館平成29年春の特別展「誕生 日本国憲法」」展示企画・図録執筆
  （会期：2017年4月8日～5月7日、東京）

高埜利彦 研究テーマ 日本前近代の記録史料学

 講演  「日本のアーカイブズ制度を回顧する」（日本アーカイブズ学会2017年度大会、学習院大学、2017年4月23日、東京）

 講演録  「日本のアーカイブズ制度を回顧する」（『アーカイブズ学研究』27号、2017年12月、62 -70頁）

 小論  「殉死の禁止について」（『歴史と地理』710号、2017年12月、21 -23頁）

 小論  「十七世紀の文学研究への提言」（鈴木健一監修『近世文学史研究 第一巻 十七世紀の文学』ぺりかん社、2017年）

 講演  「学習院アーカイブズの効用」（学習院アーカイブズ講演会、2017年12月5日、東京）

 エッセイ  「思い出ばなし─記憶を記録する」（『学習院大学人文科学研究所報  2016年度版』、2017年3月、1 -4頁）

武内房司 研究テーマ 東アジアの記録史料学

 論文  「大南公司と戦時期ベトナムの民族運動：仏領インドシナに生まれたアジア主義企業」
  （『東洋文化研究』19号、2017年3月、31 -72頁）

 口頭発表  「清末民衆宗教に見る宗教的回心の諸相：安丸良夫氏の民衆宗教研究に寄せて」
  （（東アジアの視点から安丸民衆史を考える）アジア民衆史研究会2017年度第2回大会、

  明治大学駿河台キャンパス、2017年12月16日、東京）

保坂裕興 研究テーマ アーカイブズ学、アーキビスト教育
 口頭報告  「アーキビスト養成の国際的動向─能力保障型の人材育成」
  （日本アーカイブズ学会2017年度大会企画研究会報告、2017年4月23日、東京）

 口頭報告  「文書に永遠の命を吹き込む─アーカイブズ制度」
  （シンポジウム「日本近世史研究とアーカイブズ学─高埜利彦氏の仕事に学び、進む」報告、2017年7月1日、東京）

 講義  「アーカイブズとは何か─アーキビストの役割・業務を学ぶ」
  （企業史料協議会＜ビジネスアーキビスト研修講座＞、2017年10月6日、東京）

 論考  「アーキビスト養成の国際的動向─能力保障型の人材育成」（『アーカイブズ学研究』第27号、2017年12月、73-87頁）

 社会活動  「アーキビストの職務基準に関する検討会」座長、独立行政法人国立公文書館
清原和之 研究テーマ レコード・コンティニュアム理論研究、アーカイブズと記憶
 論文  「南アフリカの身体返還運動をめぐるアーカイバル・ヒストリー─越境し、連鎖する記憶の制御は可能か」
  （『学習院大学文学部 研究年報』第63輯、2017年3月、169 -193頁）

 報告  「現代公文書管理と公共性─アクセスをめぐる諸問題」
  （『九州大学大学院統合新領域学府ライブラリーサイエンス専攻 年報2016/2017』、2017年3月、15頁）

 口頭発表  「組織における情報文化とレコードキーピングに関する基礎的考察」
  （記録管理学会2017年研究大会研究発表、2017年6月3日、福岡）

 司会・趣旨説明   「趣旨説明」（日本アーカイブズ学会・九州大学大学院統合新領域学府ライブラリーサイエンス専攻主催シンポジウム「情報管理専
門職をめぐる民間企業と大学・学界─記録情報管理の現状と研究教育・人材育成」（日本アーカイブズ学会2017年度第1回研究集

会）、2017年11月17日、福岡）

  <https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/opac_detail_md/?lang=0&amode=MD100000&bibid=1868360>
 報告  「アーカイブズをどう活用するか」（Tokyo Digital History 第2回ワークショップ、2017年12月23日、東京）

研究テーマおよび研究成果［教員］
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学年 氏名 分類 研究テーマ／研究成果

D3 松村光希子 研究テーマ 議会文書の保存についてのアーカイブズ学的考察

D3 蓮沼素子 研究テーマ まんがアーカイブズ論

  学会発表  「まんが関連施設におけるアーカイブズの収集・保存」
   （日本アーカイブズ学会2017年度大会自由論題研究発表会、2017年4月23日、東京）

D3 齋藤歩 研究テーマ アーカイブズ学に基づく建築レコードの整理技法─米国型技法の分析と現代日本での実践

  研究ノート  「1970年代の米国で起きたアーカイブズの変容とその影響─
   フランク・ボールズ『アーカイヴァル・アプレイザル』から探る」
   （『GCAS Report 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻研究年報』Vol. 6、2017年2月、60 -76頁）

  書評 坂口貴弘著『アーカイブズと文書管理─米国型記録管理システムの形成と日本』
   （『京都大学大学文書館研究紀要』Vol. 15、2017年3月、75–78頁）

  解説  「研究資源アーカイブ通信 アーカイブズと私（1）：間瀬 肇先生（防災研究所）に聞く」
  

（インタビュアー＋構成）
  （『京都大学総合博物館ニュースレター』Vol. 40、2017年7月、6頁）

  報告  「『体験EXPO 2017’夏』プログラムNo. 1 深海魚カードで挑戦！ アーキビストの仕事」
   （『京都大学総合博物館ニュースレター』Vol. 41、2017年11月、7頁）

  報告  「『研究資源』から見るデジタルアーカイブの課題─京都大学研究資源アーカイブを事例に」
   （次世代デジタルアーカイブ研究会「デジタルアーカイブの再設計」、2017年1月21日、京都）

  講義  「建築／大学／アーカイブズ─アーカイブズ調査の基礎知識」
   （立命館大学SDPアーカイブ・サイト制作プロジェクト、2017年1月27日、滋賀）

  報告  「アーカイブズとしてのメール・アート─アメリカ美術アーカイブズ所蔵
    『John Held papers relating to Mail Art, 1973 -2013」を例に』」
   （1960～70年代に見られる芸術表現の研究拠点形成と資料アーカイブの構築、2017年2月17日、東京）

  報告  「アーカイブズの統制語彙─ SNAC（Social Networks and Archival Context）を例に」
   （京都大学総合博物館分野間合同研究発表会、2017年2月24日、京都）

  学会報告  「『近現代建築資料概要リスト』にみる 日本の建築レコードの特徴」
   （日本アーカイブズ学会2017年度大会自由論題研究発表会、2017年4月23日、東京）

  講演＋コメント   「セッションへのコメント：アーキビストの立場から／アーカイブズ学に基づいて」（京都大学附属図書館研究開発
室主催シンポジウム「アジアにおけるデジタル文化財の活用基盤構築へ向けて」、2017年10月27日、京都）

  学会報告  「建築レコードと著作権法：日本における権利制限に着目して」
   （アート・ドキュメンテーション学会2017年度秋季研究集会、2017年11月19日、東京）

  講演＋コメント  「アーカイブズ学における『コンテクスト』と『ネットワーキング』」
   （DMC研究センターシンポジウム「コンテクストネットワーキングの分散型ミュージアムへの展開」、2017年11月24日、神奈川）

  ワークショップ  「深海魚カードで挑戦！ アーキビストの仕事」
   （京都大学総合博物館  夏休み学習教室 体験EXPO 2017’夏、2017年8月2日、京都）

D3 大木悠佑 研究テーマ 日本型レコードキーピング・システム設計のための研究
  参加記 （共同執筆  阿久津美紀・大木悠佑）「オーストラリア・アーキビスト協会2016年大会に参加して」
   （『GCAS Report 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻研究年報』 Vol.6、2017年2月、116 -120頁）

  学会発表  「機能分類作成に関する事例研究─立教大学共生社会研究センターを事例として」
   （日本アーカイブズ学会2017年度大会自由論題研究発表会、2017年4月23日、東京）

  学会発表  「電子記録管理をどのように進めていくか─オーストラリア国立公文書館の取組みを中心に」
   （記録管理学会2017年研究大会研究発表、2017年6月3日、福岡）

D3 清水ふさ子 研究テーマ 企業資料におけるアーカイブズ機能の制度設計について

  論文  「企業資料における経営者関係資料を読み解く─資生堂企業資料館「福原信三」資料の分析と
   ISAD（G）記述の適用から」
   （『GCAS Report 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻研究年報』Vol. 6、2017年2月、32 - 58頁）

  報告書  「アニメーション・アーカイブの機能と実践」
   （文化庁平成28年度メディア芸術アーカイブ推進支援事業、2017年3月、第1部、1 -1～ 1 .4執筆）

研究テーマおよび研究成果［学生］
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学年 氏名 分類 研究テーマ／研究成果

  報告  「アニメーション・アーカイブの機能と実践」（第75回デジタルアーカイブサロン、2017年4月14日、東京）

  学会発表  「アニメ制作資料の分析と目録記述の試み─アニメ制作会社アーカイブ室の収蔵資料を事例に」
  （共同・ポスター） （日本アーカイブズ学会2017年度大会、2017年4月22日・23日、東京）

  報告  「アーカイブズ学から見た『アニメ制作資料』とは─ I.Gアーカイブ収蔵資料を例に」
   （マンガ・アニメ等アーカイブ研究会（仮） #1、2017年9月23日、東京）

D3 白種仁 研究テーマ 社会科学におけるアーカイブズの諸問題と改善方案

D2 李華瑩 研究テーマ 日本と中国におけるデジタルアーカイブに関する開発と利用の比較研究

D1 川田恭子 研究テーマ 民間所蔵資料の編成と記述に関する基礎的研究

  報告   「Case study on the arrangement and description of industrialist Kichibei MURAI records（実業家
村井吉兵衛記録の編成・記述に関する事例報告）」（ベトナム国立大学ハノイ校研究交流会、2017年11月4日、ベトナム・ハノイ）

M2 小澤梓 研究テーマ 地方公共団体におけるアーカイブズ機関の普及活動について

  参加記   「日本アーカイブズ学会2016年度大会第1回研究集会「いま再び学会資格制度を考える─学会登録
アーキビスト制度に関するアンケート結果報告会」に参加して」（『アーカイブズ学研究』第26号、2017年6月、80 -83頁）

M2 佐藤崇範 研究テーマ 元パラオ熱帯生物研究所研究員の個人資料を対象とした編成と記述

  報告  「『パラオ熱帯生物研究所日誌』の概要と今後の利活用について」
   （熱帯海洋生態研究振興財団『みどりいし』No. 28、2017年3月、33 -39頁）

  報告  「サンゴ礁に関する『研究者資料』への科学アーカイブズ学的取り組み」
    （『月刊海洋』号外60号、2017年7月、107 -114頁）

  参加記  「水俣病情報センターの資料整備と活用─水俣病研究における歴史的資料の意義」
    （『アーカイブズ学研究』No.27、2017年12月、127 -130頁）

  書評  「神奈川地域資料保全ネットワーク編『地域と人びとをささえる資料─古文書からプランクトンまで』」
    （『GCAS Report 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻研究年報』Vol.6、2017年2月、99 -103頁）

  報告  「Case Study on the arrangement and description of biologist, Dr. Noboru ABE papers」
   （ベトナム国立大学ハノイ校研究交流会、2017年11月4日、ベトナム・ハノイ）

  講演  「資料が語る阿部襄先生─『阿部襄関連資料』の調査を通して」
   （阿部次郎先生を偲ぶ会「学習講演会」、2017年9月18日、山形）

M2 重野綾奈 研究テーマ 近代における尚家文書の管理と保存について

M2 亀野彩 研究テーマ  賀川豊彦関連慈善事業資料の概要調査と編成・記述に関する基礎的研究─財団法人雲柱社賀川豊

彦記念松沢資料館の協同牛乳株式会社資料を中心にして

M2 山永尚美 研究テーマ 映画の制作資料の資源化に関する基礎的研究─岩波映画製作所を事例として

  書評  「宮本瑞夫ほか編 『甦る民俗映像─渋沢敬三と宮本聲太郎が撮った1930年代の日本・アジア』」
   （『GCAS Report 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻研究年報』Vol. 6、2017年2月、104 -111頁）

M1 五十嵐和也 研究テーマ 近世から近代にかけて形成された家文書の編成記述と全体構造分析に関する基礎的研究

  学会報告  「新潟上知の要因と意義─近世後期の抜荷と海防」
   （地方史研究協議会  第58回日本史関係卒業論文発表会、2017年4月15日、東京）

M1 井上いぶき 研究テーマ 日本中世の文書管理施設から見る日本中世アーカイブズ

M1 片岩真由 研究テーマ  「満州国」における文書管理と文書管理制度
M1 朱牟田奏人 研究テーマ オープンソースのソフトウェアを用いたデジタルアーカイブ化の実践

M1 鈴木志歩 研究テーマ 地域における近世・近代文書の目録作成・活用について
M1 中村友美 研究テーマ 茶道アーカイブズの構築に関する基礎的研究

M1 那須聡子 研究テーマ 日本における音楽アーカイブズ構築への試み

M1 山田菜美 研究テーマ 図書館の業務記録の管理に関する研究

M1 山本美波 研究テーマ 震災関連公文書の評価選別・公開基準についての一考察
M1 吉原恵理子 研究テーマ 地域版アーツカウンシルにおけるアーカイブズの整備について

研究テーマおよび研究成果［学生］
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アーカイブズ学演習
［アーカイブズ学研究法］

保坂裕興、下重直樹

個人研究や共同研究を通じて学生の研究

能力を開発し、専門職として実践的な問題
解決能力を育成する

アーカイブズ・マネジメント論演習Ⅰ
［アーカイブズ整理記述論］ 

加藤聖文（国文学研究資料館准教授）

アーカイブズ資料の構造やコンテクストを科

学的に研究し、適切な方法で整理・記述する
ための実践的訓練を行う

アーカイブズ・マネジメント論演習 II
［アーカイブズ情報処理論］ 

入澤寿美 
コンピューター情報処理の基礎とともに、アー
カイブズ分野における情報技術やネット

ワーク・システムについて学ぶ

アーカイブズ実習

保坂裕興、下重直樹 
アーカイブズ機関実習と事前学習および事

後の発展研究

アーカイブズ学理論研究 I
［アーカイブズ学基礎理論研究］

下重直樹 
情報理論、レコード・コンティニアム論、法制
度論、専門職論などアーキビストに必要な知
識と技法を学ぶ

アーカイブズ学理論研究 II
［日本及び海外アーカイブズ史］ 

保坂裕興、下重直樹 
世界と日本におけるアーカイブズの発展過程

をたどり、民主主義を支える根幹システムとし
ての将来を展望する

アーカイブズ学理論研究 III
［海外アーカイブズ学文献研究］

平野泉 
海外の研究動向を概観するとともに、優れた
英語文献を講読することによって国際水準の

研究を学ぶ

アーカイブズ学理論研究 III
［オーストラリア理論研究］ 

清原和之 
オーストラリアを中心とする現代アーカイブズ理

論を概観し、理論と実践をめぐる諸課題につい
て考える

記録史料学研究 I
［前近代の組織と記録］ 

高埜利彦 
前近代日本の様 な々組織体の構造と機能に

ついて記録システムを中心に研究し、アーカイ
ブズ学の対象としての記録史料について学ぶ

［凡例］

授業名

教員

概要

授業［2017年度］

年度 分類 氏名 題目

2016 修論 奥沢麻里  「帝都復興事業」関係文書のアーカイブズ学的研究
2016 修論 川田恭子 実業家村井吉兵衛関連記録の調査と編成・記述に関する基礎的研究
2016 修論 國澤修平 金融システムと記録管理─“組織論”から“制度論”へ
2016 修論 高野彩香 ファッション・アーカイブズ構築の基礎的研究
2016 修論 田中智子 日本における大学アーカイブズの役割および組織運営

2016 修論 千代田裕子 地方自治体における空中写真の保存と利活用に向けた基礎的研究─
   広島県立文書館におけるアナログ空中写真のアーカイブズ構築を事例として

2016 修論 中野陽香 電子記録の初期的管理に関する基礎的考察

2016 修論 難波秋音 美術館における組織記録のアーカイブズ構築─東京都美術館ミュージアムアーカイブズを中心に
2016 修論 藤村涼子 国立大学のアーカイブズ収蔵施設における業務記録の管理に関する研究─受入業務関係記録を中心に

2016 修論 藥袋未夏 地域アーカイブズにおける写真資料のデータ構築とその活用法

2016 修論 宮平さやか マンガの資料管理・保存に関する基礎的研究─マンガアーカイブズの構築に向けて

論文題目［2016年度］
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彙報｜｜論文題目［2016年度］│学生数［2015 -2017年度］│授業［2017年度］

記録史料学研究 II
［近現代の組織と記録（国・地方自治体等）］

下重直樹

国、地方自治体等の組織体構造と機能につ
いて記録システムを中心に研究し、アーカイブ
ズ学の対象としての記録史料について学ぶ

記録史料学研究 II
［近現代の組織と記録（企業等）］

下重直樹

経済・企業関係の記録について記録史料学
的に検討し、日本の企業社会および経済社
会の文化的特質を解明する

記録史料学研究 III
［中国近世・近代における記録史料］ 

武内房司

近世・近代の中国を中心に記録と記録シス
テムの歴史を研究し、中国社会における記
録史料の意味と特質を考える

記録史料学研究 III
［デジタル・アーカイブズ論］ 

下重直樹、風間吉之、吉田敏也、

髙杉美里（国立公文書館）

コンテンツ管理システム、電子記録管理と
アーカイブズ資源化、インターネットとリアル
空間での複合・編成という観点からデジタ
ル・アーカイブズを検討する

アーカイブズ・マネジメント論研究 I
［現代アーカイブズ管理論］ 

保坂裕興

システム設計から調査論、評価論、検索論ま
で、アーカイブズを科学的に管理、保存活用す
る現代的方法を考える

アーカイブズ・マネジメント論研究 I
［記録管理法制論］

早川和宏（東洋大学法学部法律学科教授）

アーカイブズに関わる現行法制度の正確な

知識を身につけるとともに、法的思考力を鍛
え、アーカイブズに関わる法制度を創造する
力をつける

アーカイブズ・マネジメント論研究 II
［公文書管理としてのアーカイブズ管理］ 

中島康比古、筧雅貴、

栃木智子（国立公文書館）

公文書管理法下における公文書のライフサイ

クル管理の一環としてのアーカイブズ管理につ

いて、国立公文書館の事例を中心に学ぶ

アーカイブズ・マネジメント論研究II
［レコード・マネジメント論］ 

古賀崇（天理大学教授） 
レコード・マネジメント（記録管理）とアーカイブズ
との密接性という観点から、レコード・マネジメ
ントの理論と実践について理解する

アーカイブズ・マネジメント論研究III
［記録史料保存論］ 

青木睦（国文学研究資料館准教授） 
紙媒体から電子記録まで、様 な々アーカイブ

ズ資料を物理的に保存・管理していくための
科学的な考え方と方法を学ぶ

アーカイブズ・マネジメント論研究III
［視聴覚アーカイブ論］ 

児玉優子（放送番組センター）

映画・テレビ番組・録音資料などを保存して
きた視聴覚アーカイブの歴史と現状、機能
の概要を学び、アーカイブズ機関における
視聴覚資料／記録について考える

情報資源論 I［図書館情報学研究］ 

水谷長志（東京国立近代美術館） 
情報資源の保存活用という点で共通性を持

つ図書館情報学について学び、アーカイブズ
学との連携を考える

情報資源論 II［博物館情報学研究］ 

（2017年度 未開講） 
情報資源の保存活用という点で共通性を持

つ博物館情報学について学び、アーカイブズ
学との連携を考える

  2015年度 2016年度 2017年度
博士前期課程 1年 11名 5名 10名
 2年 4名 11名 5名
博士後期課程 1年 2名 1名 1名
 2年 3名 2名 1名
 3年 6名 7名 6名
委託生（国費留学生）  1名  

科目等履修生  6名 4名 6名

学生数［2015 -2017年度］
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1─発行
［1］発行者は、学習院大学大学院人文科
学研究科アーカイブズ学専攻とする。
［2］発行に関わる事務は、学習院大学大学
院人文科学研究科アーカイブズ学専攻研

究年報編集委員会（以下、編集委員会）が行う

ものとする。
［3］本誌は、年一回刊行する。
［4］掲載原稿は、インターネットにより公開する。

2─投稿資格

［1］アーカイブズ学専攻の教員および元教員

［2］アーカイブズ学専攻の学生および修了

生（但し、博士後期課程単位取得退学者を含む）

［3］その他編集委員会が適当と認めた者

3─投稿原稿とジャンル
投稿する原稿は、アーカイブズ学に関する未
発表の完成原稿とする。
ジャンルは次の4種類とする。
①論文／②研究ノート／
③書評（文献紹介を含む）／④報告等

4─形式と分量
［1］原稿は、Microsoft Wordにより作成され
たものを原則とする。図および表はMicrosoft 
ExcelまたはMicrosoft PowerPointで作成
したものとし、画像はJPEG形式とする。
［2］原稿は、A4横書きで、1ページにつき40
字×30行とし、図表等を組み入れた完成原
稿を提出する。著者校正は、原則として初校
のみとし、誤字・誤植の修正に限る。
［3］投稿原稿は、以下の各字数を上限とす
る。ただし、字数には、本文、図表、注、および
スペースを含むものとする。
①論文（24000字）／②研究ノート（16000字）／
③書評（8000字）／④報告等（8000字）

［4］論文および研究ノートについては、以下
の①～⑥を別添として提出する。

その他のジャンルは、①～④を別添として提
出する。
①題目：和文および英文
②執筆者名：和文および英文
③所属

④連絡先：郵便番号、住所、電話番号、
E-mailアドレス
⑤キーワード：5語以内
⑥論文要旨（和文および英文）：和文は400字
以内、英文は200ワード程度
［5］執筆形式は、原則として以下の通りとする。
①本文は簡潔で分かりやすい文章とする。
②日本語の文章は、約物（句読点、疑問符、括弧
等）を含めてすべて全角を用いる。
③句読点は「、」「。」を用いる。
④英数字は、特別な場合を除き半角を用いる。
⑤漢字は常用漢字を用いる。
［6］本文中の書名、誌名は二重かぎ括弧
（『』）、雑誌論文名、記事名はかぎ括弧（「」）

でつつむ。欧文書名及び誌名はイタリック体
とする。
［7］注は、本文中の当該箇所の末尾に［1］、
［2］のごとく示し、提出原稿では本文末にまと
めて掲載する。なお、参考文献を一覧にする
方式は採らず、使用した文献はすべて注に
含める。
［8］使用した文献の記載事項とその順序は

下記の例に従って示す。
①単行本の場合：著（編）者名、書名、出版社
名、西暦刊行年、引用部分の頁数
②雑誌論文の場合：著者名、論文題名、雑
誌名、巻（号）数、西暦刊行年、引用部分の
頁数

③電子ジャーナルの場合：著者名、論文名、
雑誌名、巻（号）数、西暦刊行年、引用部分
の頁数、入手先（入手日付）

④ウェブサイトの場合：著者名、“ウェブサイトの
題名”、ウェブサイトの名称、入手先（入手日付）

［9］図および表・写真は、種類別の通し番号
及びキャプションを付すものとする。なお、掲載
決定後に電子ファイルを提出するものとする。

5─投稿方法
すべての原稿は、その電子ファイルを電子
メールに添付し専攻事務室へ送信したうえ、
紙に出力したものを1部提出する。原稿は原
則として返却しない。

6─発行スケジュール
［1］原稿締切：9月末日

［2］発行予定：2月末日

7─審査と採否
［1］論文の審査は、一論文につき編集委員
会が指名する3名の査読者により行う。その
際、以下の基準に基づき審査する。
①先行研究の把握／②独創性／③実証性／
④論理性／⑤表記・表現
［2］論文の採否は、［1］により行われる査読
者の審査結果に基づき、3ヶ月以内に編集
委員会が決定する。
3で定める他のジャンルの採否も、［1］に掲げ
る審査基準に準じて、編集委員会が審査・
決定する。
［3］論文投稿者の氏名は査読者には公表し

ない。また、査読者の氏名は公表しない。
［4］編集委員会は、投稿者に修正を依頼す
ることができる。

8─著作権
［1］掲載された論文等の著作権は、著者に
帰属する。
［2］上記の著作権者は、複製、公衆送信、翻
訳や翻案等、出版、オンラインでの公開・配
信、二次的著作物の作成・利用について、学
習院大学大学院人文科学研究科アーカイ

ブズ学専攻に著作権上の許諾を与えるもの

とする。
［3］上記の著作権者は、論文等の電子化、
学習院大学学術成果リポジトリへの登録、
公開・一般利用者の閲覧・ダウンロードについ
て、リポジトリを管理・運用する大学図書館に
著作権上の許諾を与えるものとする。
［4］論文等を投稿する者は、その論文等に
引用する図版・写真等の著作権者から、電
子化・オンライン上での公開も含めた、著作
権上の許諾を予め得ておくものとする。

9─投稿・問い合わせ先
〒 171 -8588 
東京都豊島区目白 1 -5 -1 
学習院大学大学院人文科学研究科アーカ

イブズ学専攻事務室 
TEL：03-3986 -0221 （代表）
E-mail：gcas-off@gakushuin.ac.jp
［附則］
［1］本規定の改訂は、必要に応じて、編集委
員会が行うものとする。
［2］本規定は、2011年7月28日より発効する
ものとする。2012年9月1日改訂。
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安藤正人［あんどう・まさひと］
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻 元教授

五十嵐和也［いがらし・かずや］
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻 博士前期課程

井上いぶき［いのうえ・いぶき］
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻 博士前期課程

大木悠佑［おおき・ゆうすけ］
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻 博士後期課程

鈴木志歩［すずき・しほ］
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻 博士前期課程

中村友美［なかむら・ともみ］
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻 博士前期課程

那須聡子［なす・さとこ］
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻 博士前期課程

松岡資明［まつおか・ただあき］
学習院大学客員教授、元日本経済新聞社編集委員

山本美波［やまもと・みなみ］
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻 博士前期課程

李華瑩［り・かえい］
学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻 博士後期課程

『GCAS Report』

2017年度編集委員

保坂裕興

下重直樹

齋藤歩

大木悠佑

清水ふさ子

川田恭子

五十嵐和也

片岩真由

鈴木志歩

中村友美

那須聡子

山本美波

清原和之 (事務局 )
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Editorial Board 2017

Hirooki Hosaka

Naoki Shimojyu

Ayumu Saito

Yusuke Ohki

Fusako Shimizu

Kyoko Kawata

Kazuya Igarashi

Mayu Kataiwa

Shiho Suzuki

Tomomi Nakamura

Satoko Nasu

Minami Yamamoto

Kazuyuki Kiyohara (Secretariat)

執筆者一覧
［五十音順］

編集後記

目白キャンパスを彩る桜に心弾ませ、灼熱太陽に照らされた福岡研修、爽やかな秋風の吹き抜けたハノイ研修、
そして雪に包まれた東京。季節は巡り、1年の成果が詰まった『GCAS Report』Vol.7が刊行の運びとなりました。
執筆者の皆様、先生方、編集委員の力を合わせて結晶を形作っていくような編集作業は、時に納得のいくものを
作り上げる難しさを感じることもありましたが、とても得難い経験でした。
2018年は本専攻の新たな10年の始まりの年となります。開設以降の多数の記録と記憶が綴じられた『GCAS 
Report』の深化を、今後も見守っていただければ幸いです。 ［編集委員：中村友美］

『GCAS Report』Vol.7をお届けします。本号では、専攻開設時から教鞭をとられ、2017年3月に退職された
安藤正人教授の最終講演と、専攻教員ならびに歴代助教・副手からの安藤先生ご退職に寄せたメッセージを
掲載しています。また、本学客員教授の松岡資明先生より、日本のアーカイブズの過去・現在・未来を問う講演
原稿もお寄せいただきました。在学生からは書評や海外学会の参加報告等、多彩な内容の原稿が揃いました。
ご一読いただけると幸いです。また、今回も編集をお引き受けいただいたデザイナーの木村稔将さんには大変
お世話になりました。
これまで、Vol. 5～7を担当してきましたが、編集委員の学生のみなさんとともに本誌を作り上げていく作業は、苦
労も多い分、非常に貴重な経験となりました。次号以降もますます充実した『研究年報』となることを願っております。
 ［事務局：清原和之］
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